
皐絡自
庭、前イ名場合議
第五瀧 昭 和 三 年 七 月 設 行

報文

{工撃博士 松井元太郎
白金及び白金ロヂウ ム・ サーメ Jレの度目と比軍隊式- --il--E堅士 林 和 雄

~， " -r- f工嬰博士松井元太 郎クロメ Jレ・ピー及びアルメル・ サーメルに就て…ー ・ 』
t 伊建健夫

澱拐の加水分解月二成牧の成分と峨光度 と0相系 (E22誌淵三塁

曾員報文要旨

講義

酸性白土砂I~肢と附 ........................1王室専E出禁会き

限外額微鏡と隠賀粒子の大さ・一一……・・・-……………-…工皐士 山 本研・

牧理化皐寅験報告

雑録

早稲田大事理工事部臆用化事致室内

早稲田臆用化翠倉競行

電話牛込 513 振替口座東京 62921



科拳的に

人生の不幸淫 | 

世界の偉人、大限老侯

る
方
法
が
あ
り
ま
す

す
先
づ
ハ
ガ
キ
で
我
枇
の

掃
保
険
案
内
セ
御
請
求
下
3
い

一

、

史

園

γ

ロ

歴

高

、

在

命

の

千

戸

、

生

年

三

寸

刃

清

十

億

一
、
目
一
一
一

有

我

業

約

た

創

契

れ

。

さ

今

ミ

が亜細亜民族共存共栄

の大理想のもミに創立

の光栄を双肩に握って

侯が久遠の最高理忽を

賓現しつつあります。

日清生命保険株式舎融
最t長池田龍一<:>本語士東京丸の内



早稲田藤用化事曾報 第 5務昭和 2年 7月

号穴日

文

1工謬博士
白金及び白金ロデクム・サーメル度目と其賓験式・……i工祭 主

クロメ川ピー及びア Jレメル・サ{メバ就て {工感博士

澱拐の加水分解生成物の成分と比旋光度との関係…・・ ・{工 撃士
t工 謬士

舎員報文要旨

酸性白土に依る重質i由の分解..… .....……・ー……………{工撃博士
l工 島製土

酸化錨じ依る炭酸曹達の苛性化〈第八報) f 
酸化畿の存衣に於ける炭酸曹建の熱分解と其分解堅一{工墜博士
賓験式 、 l 

酸化繊じ依る按醸曹遣の苛性化く第九報〉 …I 
酸化蟻の存在に於ける莱酸曹達の然分解〈計算迫補)...{工製博士

酸化載に依る炭酸曹遣の苛性化〈第十報) ( 

霊堅持労情?歩合柊??切使妨害!iiE智主 TF弘太議 15 

硫院品川 CNa2S04.10民川分解毘 間E札口 1 16

電導度滴定に交流カ勺レグア メーターの使用...•. . ... '" •.. ... f工謬博士松井元太郎 M 

並仁国定アh モエア の定量 一… l工 喜善士浅井 衛…...~り

酸及びアりリ中和艇に数種の電腕の賓験並に比較{王守主義ヲ7す 17 

甘藤底糖蜜より酒精の牧量の少き原因γ就て(第一報)-..{工 墜士武 富 昇
-/!YU '-，-:;.op I"..... ¥工製士花村重 久

大豆油の水素添加速度に就て……・・・…………・・………平大工墜士 山 口 栄 一……18

凹版印刷用農ワ ニス製造工程中に費生する亜廊仁泊…… I
乾飽物に就て i工 率土 小倉正照・・…18

絹糸光揮を有する化粧クリームの製法………………………………-・小 倉美 代……19

寝具減感割に開する研究……………………ー……………工製士稿島信之助・・…19

稲葉よ り盟素パル プ製造中に於りる聾素添加t二就て……工墜土岡本忠夫……20

酸性白土に依るアセチ νン瓦新の重合……………………工接士村上義比古……21

鹸化促進剤の比較及び方口座峨化に就て…………・・・………工拳士細 田 市郎……23

竹繊維の苛性曹達蒸煮・・…………………………………… 工皐士七井永寄…・・.25

頁
1

0
3

6

郎
雄
郎
夫

昇
長

太

太日

健

吉

元
手
元

全日
建
吉
淵

井

井

松
林
白松
伊
武
培

松井元太郎……14

。hM

卒

松井元太郎.....13 

久
研

草木
本

-
l
 

品
川
川
H
件

報

卒・・…26久
研
研

林
木
本

I[J 

ILJ 

義

酸性白土の性質と作用…………-・……………・・……"…!工墜博士
l工墜士

限外頴徴鏡と腰質位子の大さ… …………一……..………工事士

3薄

一・川…32

土博製工

&口寅 験
物理化皐賓験報告・・・.

報
松井元太郎……40

曾員の言ト舎員消息

雑銭
感用化著書数室消息鹿用化皐曾記事



早稲田藤用化肇舎々則摘要

第三候本脅ハ合員相互ノ親睦テ計リ各自 ノ研究/費表テナシ粂テ苧稲田大串膳用化皐

科ノ後援テナスモノトス

第四候本曾々員ハ早稲田大製理工・撃部感用化著書科教職員、茜教職員、卒業生、畢生及ピ木

曾ノ j陸自ヲ賞、スル有志ラ以テ組織ス

第八傑本舎々員ハ毎月金五十銭宛7納付スベキモノトス〈ーク年分金六国〉

第一O傑本合々計年度ハ毎年四月ヨリ翌年三月ニ至Jレ

早稲田藤用化事曾役員

必』E? 長小 林 久 平

副合長 I~ rH貞臣

:t!g 事井 上 誠 一 ;古井六芯 松井元太郎 互主 富 昇

山内 民三雄 UJ 口栄 山本研 ふ栗捨蔵

竹内栄吹 山津松男 肝付粂英 水野敏行

大西義之助 石川三郎 岸 文 雄 奥川敏蔵

佐野龍二郎 j度 建 諜 酒巻倫之助 鳥井敬文

精 淵吉長 福島信之助 中田Jiil旨夫 森川隆行

鈴木貞 尾 藤 堅 福岡豊太郎 石田資郎

家 村貞治

曾計・委員 富 井 六 遣 中田祐夫 鈴木貞一

編輯委員小栗捨蔵 武 富 昇 尾 藤 竪 石田資郎

牒務委員山本研 森川隆行 福田豊太郎



早稲田臆用化事曾報
第四殻 昭和二年七月

〔季R ス〕

白金及び白金ロヂウム・サ-s)レの皮目ミ其寅験式

工準{W-士松井元太郎

工事士林 和 維

一般に計量器は使用時度目の補正ぞ必要とす。民く温度のiWJ定に使用せらるる白金及白金ロヂク

ム・サーメルの度目は、己知熔融艶(凝固鈷〉の金属に基き針躍する電腰 (E.M. F.)ぞ測定し、温度と

の関係の宮験式を作製し:求むる事を使とす。而してサーメルは賓蹴使用中屡々破損する事あれば、其

都度震験式の改正の必要あり。従て検温計 (Indi印刷 Galvanometcr)は温度度目のものより乙リグ才

Jレトのみの度目のものを良しとす。

著者等は貰験使用のサーメルじっき数種の貰験式や作製し其結果そ比較し示せり。

困じサーメルくThermel)とはサーモエレメントくThermoelement)の縮fれこして、ホワ 4ト氏くw.

P. White)の創意にかかると云ふ。 (F.Hasting Smyth and Leason H. Adams，メ Amcr.αe7lZ.Soc.， 

1923， 1168) 

(1) テーメノVの質験式並lこ基準金属の熔融馳

Jレシヤ デリー氏及パーグス氏(G.K. Burgess and I-J. Lc Chatelier， The Measurement of m;g-h Tem-

terature.)著書中i二は 4種の質験式を示せり。

ホール 7 ン氏くHolman)式 e=mtヘ即ち雨遜の封数をとりて

log e=n log t+ log m (A) 

2匙の測定値より、 eとfの関係ぞ直線i二示し得べし。式の適用範囲は 250-1200'Cなりと云ふ。

ホーボーン氏及ダース氏くHolbornand ;Days)は 300--1100'Cの聞にてバラホ、ラの式ぞ示せり。

e= - a + bt + ct2 (B) 

t=α 十 be- ce~ (C) 

スタンス フfールド氏(Stansfie!のの式

e= αア +b lo_g T + c (D) 

次にルツボ法に使用せらるる金属を列す。其熔融匙は著者及年代』二従ひ差あり。



2 白金及白金ロヂウム・サーメルの皮目と業貧験式

金¥ま?

1 2 3 4 5 6 
___..、旬圃-旬、
t e t r t t t 

cd 320.0 2.502 320.9 32Q.9 320.9 320.9 

Pb 327.3 

Zn 41.8.4 3.429 419.4 4111.4 419.45 4[9.45 419.43 

Sb 629.2 5.529 630.0 630.0 630.5 630.5 

Al (657) 660.0 658.9 658.9 

Ag 960.0 9.111 960.5 960.5 960.5 960.5 

Au 1062.4 10.296 1063 1063 1063 1063 

Cu 1082.13 10.535 1083 1083 1083 1083 1u83 

1. Le Chatelier and Burgess. The Measurement 0/ High Tem.戸'rature112; Day and Sosman. Sill. 

メ (4)29. 93. 161 (1910)じよるもの

2. P. T. R. 1916 (Physikali託 h-TechnischeReichsanstalt) 

3. Paul D. Foote. C. O. Fairchild and T. R. Har口鈎n.砂押川etricPl'actice. 1921， 194. 

4. P. T. R. 1924 

5. 11的 rnati仰zalC，付加zlTables (暮娩 I.C. T.) 

6. 米岡 Bureauof Standardの標準品

(2) 賓験結果及計算式の運用

著者等のルツボ法じ使用せる金属は CdくKahlbaum.) Zn (Merk). Sb (Merk. extra pure). Ag 

(Kahlbaum)にして、他に NaCl.Na2C03及 Na2S04くKahlbaum)そ使用せめ。サーメルは Siemens.

Halske製 Pt-Pt+10 % Rh径 0.5mm¥二じて、初め P.T.Rの保護ありしも、己に先端は 20mm程

切断し再参熔接せり。其 E.M.F.はLeedsand Northrup Co.. Type K Potentiometer及 Portablegalvano-

meter. enc10sed lamp and scale並に SiemensJndicator galvanometer にて測定す。サーメ Jレの冷接製iは

常に氷水中に置き 0・C とす。賓験に使用のタン7 ン管〈百mmann)及磁製保護管は市外大崎、加藤友

玉園製とす。

今使用の金属を純品と慣定 し、 熔融軍部ま P.T. R. 1924及 1.C. T.の数を用ひ賓験式を計算せり。

A Zn.Ag使用 log e=1.11848 log t-2.5643628 

A' Cd. Zn. Sb. Ag使用平均法ぞ用ふ (Metho:lof averages. Lipka. Gr.ザhicala1zd Mecha1tical 

Comtutatum. 124) log e=1.11633 log t-2.55804 

B Zn. Sb. Ag使用 e=-0.361 + 0.008252 t+ 0.000001419 t2 

C Zn. Sb. Ag使用 t =51.6 + 114.1e -1.3815e2 

D Zn. Sb. Ag使用 e=0.01291 T-5.803 log T + 10.861 

測定 E.M.F.及各計算温度はそ欠表の如し。

E.M.F. t A A' B 
m. v. P.T. R. ，...ーーーへーーー「 F田ー田園E〆、--ー、 F司ーーーー，、ー・ーーー、
illlJ 定 1(124 t ム f ム t ム

Cd 2.4o 320.!l 321.8 +0.9 321.3 +0.4 323.2 +2.3 

Zn 3.36 419.4 418.8 -0.6 

Sb 5.43 630.5 630・3 -0.2 629.9 -0.6 

C D 
，----'、園帽-、 ，----'、一一旬、
t t込 r ム

323.9 +3.0 319.9 -1.0 
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A喜 8.93 960.5 961.4 + 0.9 

NaCl 7.20 800.4 800.8 + 0.4 802.2 + 1.8 801.2 + 0.3 

NazCOa 7.73 852.0 850.4 -1.6 850.4 -1.6 850.9 -1.1 

Naz欽λ8.06 884.7 881.2 -3.5 881.2 -3.5 879.9 -4.8 

上表中 r、~aCl， Na2COS及 NaZS04¥二闘するものはよ C.T.， 54に依れり。

801.5 +1.1 

851.0 -1.0 

881.5 -3.2 

3 

800.7 -0.1 

850.4 -1.6 

881.1 -3:6 

何れの式も極めて満足なる結果を示すものと云ふ可〈、而て各式の便朋の使否会考るに、ミリグ才

ルトメーターを使用する時は C式最も便利なり。 AA'式は其次i二位し、 B式は二次式の根を求むる

煩墳あり。 D 式に至りτは解方困難にして、挿入法によ り其近似値を求むる事とす。各式共其適用

範国は 300-1200・C ビして、其上下は式の示す曲線と合致せ今、別法じよるべし。

1200 C以上の補正表は参考として次に示す。(Jラrometric丹-actice237) 

パラボラ式法の計算値

溢皮力日』、ぺ告もの

1200 

0 

1300 

2 

1400 

6 

要旨

1500 

14 

1600 

25 

1700 

39 

(1) 己知熔融動金属 Cd，Zn，Sb， Agぞ使用し、サーメルの度目に闘する質験式 4種を作製せり。

(2) 著者の作製貰験式を使用、 NaCl，Na2COa及 Na2S04の熔融貼測定値と比較し、誤差の僅少な

るを示せり。

(3) 一般に EリグJレトメーター使用の揚合、C式即ち t=a+be-ce2 の便利なるを遮ペたり。

〈昭和二年六月稿〉

クロ ~ )1.-・ピー及びアル J ル・サ-~ルに就て

工著書博士松井元太郎

伊達健夫

ホスキンス舎枇のクロメル・ピー及アルメル・サーメル(Chromel-P-Alumelthermel， Hoskins Mfg 

Co吋 DetroitMichig;m U. S. A)は 300-1200'Cの範園にて白金劉白金合金サーメルの代用品として漸

次使用せられ、著者の寡聞なるも猫島近次の報告に接せり。

Protecting Thermocouples by Transparent Si1ic品 Tubes，by R. A. Ragatz and O. A. Hougen. Chetn. 

Met.Eηg.， 33.1926，415， Analysis of Hyclratecl Lime by a Thennochemical Method， byD. F. 1ミichar-

dson， J. Ind. Eng. Chem.， 1927， 625. 

猫精密測定iこは HeatCapacities of Liquid Metals by Alfred L. Dexon and Worth H. Roclebush，メ

Amer・Chωlt.Soc.， 1927，1162 (Chromel P-Alumel No. 28. B and S Hoskins Mfg. Co使用〉あり。

著者はネスキンス舎剥-製クロメ Jレ・ピー釣ア Jレメ Jレ・サーメ JレNo.22. B and S使用、 Pt-PtRhサ

ーメルと E.M. F..:!甘比較し、夏に Zn 及 Sb の熔融匙〈凝間勤〉じ釣する E.M.F.~測定せり。



4 クロメル・ピー及アルメノレ，サ-/-_JI"に就て

Pt-Pt 10% Rhサーメルはジーメ L ス曾枇製にして、其 E.M. F.に針す;ゐ温度は本誌前題民掲

載せり o(白金及白金bタクム・サーメ，)レの度目と其賓験式主製博士松井元矢郎及工事官林和雄本誌

1-3頁〉検温計ーとしてジーメンス・ハルスク製 Indicatorgalvanometer t. No. 2396， F. No'.'2039807を

附す。即ち t=51.6+ 114.1c-1.3815ぷ式より所要温度を求め得べし。

クロメル・ ピー及ア Jレメ)~線は各 1m、熱接匙は熔接し、 検温計としてはジーメンス・ハルスク製 4

V デクーターガルグアノメーターくL.No. 2396， F. No. 2039804. n 230)を附し、同器は 15 tリグ才 Jレ

H旨極限としあれば.Leeds司NorthrupCo. 4 Di乱1resistance box (Cat.No. 4775器具 No.125439)を加

"̂t.こり。即ち抵抗器の抵抗ぞ 690nとし、 tリグオルト M検温計の 4倍となる。雨サーメ Jレ共冷俊

E誌は氷水中に保持す。

雨サーメ Jレの熱接艶を石綿織にて固定し、タ ン7 ン氏管内に挿入 し、之を電熱境内に置き、各温度

に従ひ E.M. F.守護みたり。電熱壇lま径 30mm.長 140m 111 の友王国磁製管じ約 3mの Band S 

No.26 ニクロム線分巻き、外百I~を保温す。

第ー同測定

1't_Pt.Rh 検温計 1.0 2.0 3.0 4.0 5.0 6.0 7.0 8.0 9.0 10.0 E. M. F.' 

向上計算温度 381.5 435.9 577.li 686.5 .82.6 876.0 9C6.6 1034.5 

ク検上 F下 J.うO 2.70 3.80 4.80 ふ9.3 6.98 7.95 8.S3 9.75 10.eo 

ロinメ 冷 まH 1.61 2.80 3.90 5.01 6.10 7.12 8.16 9・00 0.89 
ル計 上 昇 1.50 2.75 3.90 5 ・Q臼リV 6.15 7.18 8.19 9.01 9.96 10.80 
アの 冷 まH 3.90 5.'20 日.10 7.12 8.11 9.02 9.90 
JレaJZ

呉 1.42 2.60 3.7G 4.89 5.98 7.40 8.02 8.92 9.80 10.62 メ _I: 
Jレみ

冷 まH 1.42 2.62 3.80 4.89 5.99 7.10 8.02 8.92 (J.80 
クロメル・アルメル 5.97 10.8'2 -15.40 2O.03 24.16 28.80 32.30、 35.80 39.42 42.7 平均 1三.M. F. 

表より求め L温度 264.1 3i4.4 482.8 580.2 690.2 7i5.7 876.0 954.4 1045.7 

ム 土 --7.1 -3.1 +2.5 +3.7 -6.9 。-12.2 -8.8 

第二同測定

1't-1't lZh 検F.温計
E. M. 2.20 3.12 4.09 5.09 6.t;l 7.21 8.31 9.44 

同上計算温度 394.1 495.2 596.6 699.1 802.5 904..4 1005.4 

昇 2.7() 3.9() 4.99 6.06 7.18 8.21 9.25 10.21 

ロル書冷 却 2.80 3.()(J 5.00 6.0!) 7.18 8.21 9.25 10.21 

メメの上 昇 2.89 3.95 4.9o (;.04 7.13 8.20 9.21 10.20 
E"5H 野

)1/ )レみ冷， 却 ~. 1l9 3.!Jii 4.96 6.04 7.13 8.20 9.21 10.20 
クロメVレ・アルメル 15.88 19.¥.11 24.23 28.62 32.雪2 36.92 40.82 
.2J'-:I!] E. M. F. 
表より求めし温度 386.2 480.4 581.2 685.4、 788.2 890.0 9-91.2 

ム 土 ，'::'7.9 -14.8 ー15.4 -13.7町 一143 _; 14.4 -14.2 

附記、表 とは Inルグnatiolzal'Critzi:al Tables"掲載のものとす占

2同測定値〉賓験式と表との差少なく・、特に第二聞は毎悶測定の誤差』様なり 。新ゐ誤差は一般パ

4ロメーターに見交りられ、表叉は式の補正にて直ちに適用せらるるもの とす。即ち除りl二精確度必
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要せぎる賓験には補正の要もなからん。

Znの熔融鈷並に凝固匙をJvツボ法にて測るi二、検温計は 4.23. tリグ才Jレトにて数分止まる、即

ち昆の起電力は 16.92m. v. ¥二じτ、表より求めじ其温度は 411.0'C なり。而して Z11の熔融型iは

419.4とすれば、 8A
O
Cの差あり。叉 Sbは同様方法にて検温計指針 6.49m. v，に止まる、即ち22の

起電力は 25.96m. v.表より求めし熔融匙は 623

あり。新かる 10
0

C以内の差異は検温計一日 (0.1111 v)以内の読方じ関係するものとす。

要するに同サーメルは工業用としては勿論、甚t:しく精密を要せぎる質験に使用じて支障なきもの

ならん。但しペースメタルの常と して時々補正を必要とし、叉細織は酸化其他の影響を蒙る事あれ

ば、工場周としては太線を使用すべし、例へば Band S No. 8の加 し。

三欠に熱援貼の熔:妥は 100V交流を饗歴器にて 10-20Vとし、グラファ-1t-極聞の火花4同Ijf日す。最

もサーメルの先端はねじり捌砂を附し、 酸化物を去る事栓良しとす。〈今'rol/zetricPractice， 247参照〉

アダムス氏掲載クロメル針アJレメル・サーメル E.M.F. 及温度の表は次t二示す。高íi~の表とは之

を十日す。(L.H. Ac1ams， lntenzational Giticcil Tables. vol 1. 59) 

E. 
ロ1.'"

。 10 20 30 40 

ム . t ;;:， E主 てt ム ム。 0.0 12.3 244.5 12.2 482.8 ]].7 719.2 12.2 ~70.4 13.0 

0.5 12.3 12.1 256.7 12.2 494.5 11.7 731.4 12.3 983.4 13，1 

1.0 24.4 12.0 268.9 12.2 506.2 11.7 743.7 12.3 996.5 13.2 

1.5 3M 12.0. 281.0. 12.1 517.9 11.7 756:0 12.3 1009，7 13.3 

2.0 48.4 12.(I 29.3.1 12.0 520.6 11.7 768.3 12.4 1023.0 13;3 

2.5 60.4 nO  305.1 12.0 541.3 11.7 780.7 12.4 1036ム3 13.4 
3.0 72.4 12.0 317.1 12.0 553.0 1l.7 793.1 12.4 1040.7 13.5 

3.5 84A 12:6 329.1 1I.9 564.7 11.7 805.6 12.5 1063.2 13.6 

4，0 9(}.4， 12.1 3.41:0 11‘9 5-76.4 11.8 S'l.8ぺ '12.11 '1076.8 13.7 

4.5 108.5 12.1 :152.9 1l.9 588.2 11.8 回().s J.2，6 1090.5 1.3.7 

5.0 120.6 12.2 364.9 11.9 600.0 ]].8 在.43.2 12.6 lt04.2 13.8 

5.5 ]:12.8 J2.4 日7u.8 11.9 日11.8 11.8 855.8 12.6 118.0 13.8 

G.O 145.2 12.5 388.6 11.8 623.6 ]].8 86~:4 12.6 1131.8 13.9 

6.5 157.7 12.6 400.4 11.8 635.4 1f.8 881.0 12.7 1145.7 13/) 

7.0 170.2 12.5 412.2 11.8 f47.2 11.9 893.7 12.7 1159.6 14 

，.0 182.7 ]2・5 424.0 11・8 65!)'1 11.9 906.4 12.7 (1174) 14. 

8.0 エ95.2 12.4 435.8 11.8 67!.0 12.0 910.1 12.8 (11g8) 14. 

8.5 207.7 12.3 447.6 11.8 683.0 12.0 931.9 12.8 く1202)

9.0 220.0 12.3 450.4 11.7 695.0 12.1 044.7 12.8 

9.5 232.3 12.2 471.1 11.7 707.1 12.1 957.5 12.9 

10.0 244.5 482.8 719.2 970.4 

冷接貼の補正。即ち冷絞醍iが O'Cに非ざる時は其温度 CCとすれば、ガJレグアノメーターの示す

温度に K(tO_o)を加ふべし。 KIま系故にし℃此の場合 0-8WCK=l、文 8CO-I000'C1ζ=1.05 と

す。〈砂町'Olizetric丹'actici!， 55参照〉
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要 ~ 
日

(1) ホスキンス舎枇製クロメル・ピー針ア Jレメ}I-.サーメルと、白金tJ白金ロヂクム・サーメルの

超電力(E.M. F.)ぞ比較したり。

(2) クロメ Jレ・ピー封アJレメ Jレ・サーメ Jレの起電力を Zn及 Sbめ熔融貼にて測定せり。

くわ 爾質臓の結果、 lnternat.ゐnalCrit.仰 1Taoles掲載の温度劉超電力の関係に近似するを知り、工

業的使用又は甚しく精密ぞ要せざる賓験i二使用する事の可能なるや示したり。

く4) クロメル・ピ-t.tア Jレメル・サーメルの使用其他の注意じっき~ペfこり。

附記 クロメル・ピー針アルメル・サーメ Jレじ就て次の書籍及報告を参照せられん事を望む。

Paul D. Foote. C. O. Fairchild and T. R. Harrison.ぞ少'r<Jmetri.ヒF予'Qctice.1921; Tec:hnologic Papers of 

the Bureau of Standards. No. 170. 

Hosk初乃問meters.Catalog No. 33. 

因にクロメル・ピー及アルメル線は山本商曾の供給そ受けたりく庚告欄参照〉

賓験に岡精三氏の助カぞ煩したり同氏に感謝す。(昭和二年六月稿〉

澱粉の加水分解生成物の成分ご比旋光度ごの関係

工事士武

工奇書士増

富

淵 士ロ

昇

長

緒 ヨ回

澱勝を酸を以て加水分解を行ふ時其終局の生成物は葡萄糖にして中間生成物としτ糊精を生歩る
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事は明なり。然れども酸を以て澱続そ不完全i二加水分解を信ひτ得たる物質の中lこ萎芽惜の存在する

や否やじ就ては従来幾多の論字ありて成撃者は憂芽績は偲令生成さる L とも酸により直t二葡萄積i二

密化する故に澱蹄の酸じよる不完全な。る加水分解生成物の中lこは~Hf衝は殆ど4字在する毒事なしとす。

されど穿芽糠は才サプシとして Rolfe(J.・ 4~. Chein. Soc'.' 25~ 1015)、Vogel(αem.2忽， 19. 408)、

Weber (ノ~ • Am. C/zem.ぉ.， 17. 312)等の諸氏により分離されたり。著者の賓験じ於ても比旋光度

130・前後を有する、酸iこよる加水分解生成物を採りオサグンを遺る時t二多量の要芽積才サゾンの生

成する事是認めたり。

然る l二澱拐慣の工業分析に於ては一般に炭水化物としては糊稿、葡萄糖の二種を皐砂~茅糖は象け

ざるを普通とす。かくの如くする時は分析上は甚t:簡便なるも其成分上殊じ澱籾騎ιラップの成分は

大なる誤差あるぞ売れ今、されど糊精、葬~糖、葡萄橋の三種の混合物より各の定量は相営に面倒な

るぞ以て輩t二之等の混合物の比iE光鹿そ計る事じより直に各成分の量必知る事そ得れば甚?さ便利な

り。之に闘しロルフェ氏くRolfe，メ Am.Cル1n. Soc.， 18. 869)の研究ありて同氏は澱窃の種類及び加

水分解の方法等の如何i二関せ今比旋光度が一定なる時はJt綿還元カも一定にして比旋光度を知れば

分析する事な〈直ちじ各成分の量を知る事ぞ得るとし比蕗光度と其成分の量を国を以て明示したり。

若しロルブs氏の蜜表が正確なりとすれば工業上じも甚官感服康きを以τ本研究は主としてロ Jレ7:r.

氏の護表が正後なるや否ゃを確むるを目的として行ひたるものなり。

賞験の部

1. 試料の調製

試料じは玉萄黍澱掛及び馬鈴薯澱扮の爾種を用ひ前者は Kingsford'sCorn Starch ぞ後者には日本

襲局方の馬鈴薯澱拐を用ひたり、使用せる王萄黍澱拐の成分は第一表l二示す如し。

第一表

水分 12.98% t巌紛 86.19% 灰分 0.(9%

粗脂肪 0.15% ~遺棄物 0.08% 

上の如き成分の玉萄黍澱栂令採り蒸溜水l二τ童文同洗騰しさ欠に酒精夏にエーテルにて鍛悶洗練して

賓験に供せり。叉馬鈴薯澱腸も同様にして精製したる後使用したり。

2. 澱粉の加水分解及び生成物の成分

澱掛 5g・そ採り昔日Cl及び7](の嫡量を加何て加歴釜中日 120・cじ熱し加水分解を行ふ。此

際酸の量及び加熱の時聞を種々襲夏して各種の糖化生成物を得たり。糖化後液中の酸は炭酸石灰に

て中和し描過して 100ω となし比重、旋光度、金還元楢通ひ糊楕ぞ測定す。還元摘の定量k二はベル

トラン氏法t.e用ひ糊精はクィレ4くWiley)氏の方法により直接t二定量し寮芽糖及び葡萄糖は計算より

求めたり。葡萄糖、穿芽糖及び糊精の混合物の分析lこはア νン氏の方法あり。此方法は全固形分、銅

還元カ、比旋光度ぞ測定し三つの方程式会作り計算じより各を定量する方法にして此方法i二操る時

は賓験上の誤差により受くる影響著しく大となる故に本研究に於ては先づ糊精のみは直接に定量す

る事主したり。



a 澱紛の加水分解生成物の成分~1;.比旋光度との関係

澱回を酸iこより加水分解すιる時‘葡萄穂.糊楕冶生歩みのみなる今其*聞に於て婆芽構t.e生今る事

は定性誌験l二より明 t-'.る厨おり。本研究l二於ては加水分解生成物の成分は葡萄縮、糊精及び~芽糖の

三者.~みじして他t二還元カを存7子る物質も亦光的活性の物質も存在せざるものとして分析を行ひた

り。、然れ・ども質際i二於ては業外に Nanji.氏等に・従へば加*分解の終局に近付制ま少量のゼシチオぜ

ォ-:-?-.及び4ソマルトーズを生歩。叉本研究に於ては糊精の比旋光度を +195と偲定しで計算した

れども糊精には種類ありて比旋光度を異にじ其範閣は+~9S 乃至 <1- 198 なり。之等の理由に掠り加

水分解生成物の分析結果は全 〈正確なるものとは云ひ難し。唯葡萄糖、 2察芽構、 、糊精の三成分の大韓

の量を知るに過ぎずるものなり q

本質験i二於T!ま次の如き計算iこより其成分の、量を定む。

d 液中i二於ける糊精の~ .vぐ可検波の:vゆ位k金正F逗djng
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f
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V，i婆芽機と葡萄絡会疎壌汚1.>後の Vent1:ke

ぜ . re宍d~ng

R 銅還元lこより液中の全還元糖を葡萄糖ι
して計算せる%

D 液の比重

P 検情計により糊精及ぴ全糖分ぞ葡萄糖と

ーしで計算する%

ぷ銅還元により液中の全還元摘を葡萄糖と

して計算せる 100c.c中じ於ける瓦数

rr)/、a . IOOα 
[α]=号沿 -'.c=百す然、今lーご0例 j'V

~IOOX 0・3主65717
ι

1=2dm.のl時は C=‘ (α] X 2 

奇締5艇と婆芽糖を破壊しfこる後糊将iの濃度(100c.c中の瓦数〉を C<l とぜば

C，l=  _!_00 X 0 干4567V，f=0・o889Vd ・ dー」乙ーヱ三笠LVd% (1) 
Iタ'jX 2 -u.u()(.}，;/va  •• ，.-D - D 

(1)より液中に於ける糊精の%セ見出すを得。

号先:に穿芽栴の葡萄摘に針する港元i七(Radingratioヲは 0.62なるぞ以てヨ穴式が成立す。

g -i-O.6211t'= R (2) 

又糊精、婆芽栴及び稲荷椀の [α1;1~甘炎々 + 195， + 138及び+53とーすれば次式が成立すu

IJ8 ， I95 
g+弓7m+ヲ '-d=P (3) 

， 1)(2，(3)の三式より d， 111， .g-を求むるぞ得。

質験の結果は第二表及びぷ三表に示す如し、表ιl'd'， lIl'，.g'は柑j精、萎芽機及び葡萄惜の合計量に

劃する谷σ:~そ示し [α] は加水分解生成物の比旋光度を示し R. P.，ま踏it生成物の還元j}にして葡萄

糠の還元カを 100 とし之に比較して示したるものなり。即ち j(.P.は次式より見出すを符3

R. P. =g' +υ.62 m' 
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d 3.25 1.22 1.57 0.52 0.63 0.61 

"， 0.72 1.38 1.62 1.84 1.11 1.68 

g 0.50 1.49 0.62 1.72 0.37 1.42 

dl 72.71 29.83 41.21 12.75 63.07 16.44 

1JJ，' 16.11 33.74 42.52 45.10 27.01 45.29 

g' 11.18 36.43 16.27 42.15 9.92 38.27 

[cx] 169.9 137.4 159.4 110.7 167.l 114.9 

R. P. 21.17 57.35 42.63 70.11 26.67 66.35 

第三表 馬鈴薯澱粉

食験脅tJ.t (1) く2) (3) (4) σ〉 く6) く7) く8) く9)

21t0 aelくc.c.) 5 3 5 2 2 2 10 5 2 

水 (c.c.) 30 40 40 20 20 20- 30 30 20 

加熱時間(分〉 30 30 60 20 10 40 60 40 50 

D 1.0159 ].0141 l.oI51 1.0154 1.0166 1.0167 1.0168 1.0157 1.0159 

y 25.9 34.8 20.5 38.1 40.3 33.5 14.3 26.0 31.2 

Va 6.0 20.0 3.0 24.5 29..5 13.0 。 5.0 10.0 

G 2.49 1.49 3.32 1.27 1.02 2.22 3.93 2.75 2.31 

d 0.53 1.75 0.26 2.15 2.58 1.14 。 0.44 0.88 

m 1.99 1.67 1.20 1.57 1.24 2.22 0.37 2.04 2.32 

g 1.22 0.43 2.53 0.28 0.23 0.80 3.63 1.45 0.83 

d' 14.17 45.45 6.52 53.75 63.70 27.40 。 11.20 21.84 

タ'11/ 53.21 43.38 30.08 39.25 30.62 53.37 9.25 51.91 57.57 

。。〆 32.62 11.17 63.40 7.00 5.68 19.23 90.75 36.89 20.59 

[α1 118.1 154.6 87.7 162.6 169.5 137.2 60.9 112.9 132.2 

R. P. 65.61 38.07 82.05 31.34 24.66 52.32 96.49 69.07 56.28 

以上の貰験結果より澱紛の加水分解生成物〈乾燥物〉の比旋光度[α]と乾燥物に針する各成分の%と

の聞係を固を以て表せば Fig.1.及び Fig2. ¥二示す如き曲線を得。之に撮れば玉萄黍澱粉と馬鈴薯

澱紛は同ーの比臨光度ぞ有する時じ其成分は異なる毒事ぞ知る。
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Fig. 2. Potato Starch 
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次t二比旋光度と還元力との関係を固示すれば Fig.3.及び Fig.4.の如し。 固より知る如く比旋光

Fig. 3. Corn Starch 
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Fig. 4. Potato Starch 
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12 舎員報交要旨・

度と還元力の関係iま玉濁黍澱窃の揚合も馬鈴薯澱拐の揚合も殆ど同様なり。即ち同ーの比旋光度を有

する時は同じ還元カを有するものと見るを得べし。

総括

1. 澱靭を酸を以で加水分解を行ふ11寺終局の生成物は勿論葡萄糖なれどちゅ聞に於ては Fig'1及

び Fig.2.より知る如く多量の穿芽糖を生歩。

然るに澱拐糖の工業(I~試験に於ては普通其成分中に於ける糖分は葡萄糖として計算し萎芽楢は存

在せざるものとして示すものなり。然れrもi加水分解の不完全なる時Wtl̂>ば澱粉糠シラップは比旋光

度は普通+]20乃至+140にしてかiの如き揚会には Fig.L及びFig.:2.よー夕、長Qる如く多量の要芽糖を

含み殊に馬鈴薯澱拐の揚合の如舎は葡萄糖よりも~茅糠が造にゑ量に存存.ずるものなり。故に工業的

訪験に於ても向糖分としては日佐葡萄糖のみ存托するもの Eじて牙析する時広大なる誤差を生-tべし。

2. 澱拐の種類を異にする時は加水分解生成物の比旋光度は同一なる時も其成分は同一なら歩。放

に澱拐糖のi七旋光度のみ令求めて其成分を知る事は不可飽なり。此動は Rolfe氏ぐJ.Am.αem:Soc.，

18. 869)の主張と異なる所なり。

3. 加水分解生成物の比旋光度と還元力とは玉.~黍澱晩φ場:食品庵鈴襲澱拐の揚合も同じき一定

の関係ぞ有す。故L二i七旋光度aI(;は還元jJのいeづ.れカ、一つを知る時他のァつは Fig.3.或は Fig.4.よ

り直に知るを得。<昭和二年六月七日稿〉

{倉賀来二え暴走雪〕

酸性白土に依る重質油の分解

工事博士小林 久平

エー勝士山 本 研

く要旨〉 動植物1111脂を加l座下に蒸臨する11;宇は石油を得べし。叉常歴にて酸性白土を添加して乾簡せ

る時も問ーなり。重質irtlを力日!堅f¥二蒸溜する時は経質油を得べしち叉常座にて酸性白土を添加して乾

錯する11;¥=も同一なり要之lJiiJl¥!の下に加熱する結果とF-I:上を添加調会して加熱ーする結果は同一なるペ

し。

余等先t二重質11lJ分解法として 1:1土ぞ使fi:l す ゲ宜議ぞ底行ひたゐ: ~.其l\X量少く到底工業的 }j法とし

て不通設なるをを感、じにり。然るi二今悶I1.t牧草の少きは要するに操作方法及び加熱温度の改善工夫に

依て救ひ得らる Lものぬあらざるかと気付き再び此貰蹴t二若手せり。

質験禁置は庇筏 5Cl-x;i・長き 90C111.の域製j支臨管をニヅクロ、ーム'線にて持き外套保温装置を施し電

流を通じて加熱すること為せり。錨管内部じは重質i自主J白土の割合を種川二愛更調合し時にボール

航とし過熱蒸気を通じ或は寒気相と Lて託酵を_fiJìl t;_~ム原品温とぶτはb砂lいッチ抜含蝋重油、同

殻浮重iflJ及び邦産経i由bこして添加燭喋量、加熱温暖γ 時間暴び貨臨按置の改良等に就て研究せり。

質験結果を綜揺すれば下の如し。
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1) 原料泊三種じ就きi自針白土):.2，.1:号..1:5.. 1 :.7. 1: 10の割合に能く混合し錨管内に充填し

電熱狂以て加熱し其分解j伏態そ検したり若の内証:訟の場合ぞ記すれば下の如し。

手~ J量鰹0.8泊 加洲ピッチ抜含厳重油 加州主主滞11i:i由

原料消比重 802 0.()140 0.9663 

0.1% 1.3% 。
料d由 150-275

0

C 61.7 13.6 4.6 

組 275-350・c 38.3 47.0 85.3 

成 "350・c以上 38.1 10.1 

分解消J!ti量 U6) 85.0 i4.0 59.3 

12.7% 14.5 11.3 

分解 150-275 ・c 57.2 37.4 23.6 

選 275-3000C 7.7 15.9 148 

成 300・C以上 7.3 6.1 9.6 

2) 加熱温度は約 500・Cぞ限度とし11寺聞は永きに亘る程成績佳良なり。分解率は白土添加量の槍

加i二件ひて増加す。但し金分解i山の牧盆は減少すべし。

3) 燈i由分中i由;分を含有する原料lま分解成績佳良ならす手。分解を受け易きは沸貼 275'C以上即ち

C16H3~' C1sH36• CUH2S以上のものなるが如、し。

4) 酸性白土の作用ば其吸着性の強大なるに基囚し加~蒸滞と全く同一効果を呈す。 而して潅青

化、 重合化及び分解作用等を呈するものなるべ し。白二七添加混合を完全にし低温度じ長時間加熱す

る事最も効果あり。

の 従来賓験成績の不良なりしは主に装置及び方法の不備なりしじ基因す。但し本質験に於て分

解率の相雷t二多きを?産めたり と雄之ぞ工業的に貰施せん には更に一段の考案ぞ要 し分解装置等ぞ遇

嘗じ諜ぽぎゐ可ら今。

〈工業化著書雑誌s 第30編、第347説、 5:4--'--&2頁 燃料協曾雑誌.第51鋭、 1133-1144)(山本〕

酸化鍛に依る炭酸曹達の苛性化(第八報)

酸化銭の存在に於りる炭酸曹達の熟分解ご

其分解竪寅験式

工製博士松井元太郎

〈要旨)熱量計使用鋭機曹濯の生投熱、〈第六報〉及び酸化餓の存在i二於げる炭酸曹建の分解歴第二

同質験〈第七報〉の測定値lこ基き、分解鹿賀験式を誘導計算せり。

分解歴一般式を・lO'f.t=AIT + Blog T + C T + D と{良定じ、之を y=a+bx式に置換し、 証及 b"を最

小二乗法、若しくは平均法により求め、更l二原式を作製せり。〈但し I式及 J式は別法によれりコ

logp--69301T + '.751ogT-0.OOI7T +6.0808 (A) 
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logp--7539.6/T + 1.75 logT-(}'oOI7T+6.080S 伊〉

logp--7539.6/T + 1.75 -log1'....O.001626T + 6.0808 (C) 

logp回一7518.0f1'+1.75 logT -0.001649T +6.0808 (D) 

)ogp・-6910・4/T+2・5log1'-O・014241'3/4+4・744 (E) 

logp=ー7526・3f1+2・5logT_O.OL4241'
3
/
4+4.744 くめ

logp・ー7472・0/1'+2・51og1'-0・01466T
3
/
4+4・744 くG)

logp--6733.6/T + 8.8856 (H) 

logp-ー7065.6/T-0.3475 log1' -0.000152T + 10.4128 (1) 

logp--7588.5fT + 1.082 logT -0.001202T + 7.6960 CJ ) 
logp圏一6935.1/1'+ 0.55346 log1' -0.00049323T + 7.9:.!13 (K) 

logp四一7551.4/T+ 0.55346 logT -0.0011646T + 9.2172 (L) 

logp国一6935.1/T+ 0.587 logT + 7.3294 σ。
logp--6457 .8/T + 0.55346 logT + 6.9467 くN)

logt = -6480.4/T + 0.55346 logT + 6.9772 (0) 

logp-_27579.7/T 1 •'lZ1卸 +7.5030 くP)
logp園ー28376.6/Tl.担17+ 7.5030 (Q) 

之等の賓験式は測定温度の範囲其測定値に適合す。

NazFez04(s) + COz(g);二三Fe20s(s)+ Na2COS(s) 

上記反踏の ACpは (C)式より -0.9、又 (G)式よりー1.28にして、従て Na2Fez04の分子熱は夫々

44.66及び 44.38 とす。

弐に FreeEnergy Equationを示し、 CJ)式に射する A.F'298・1=24994cal.及び A.F・1曲。=3338cal.と

す。 CO~ の 1 集歴を呈する温度は 1121.4.K (=848.3.C)にして、 AHi121'‘=30038cal.又 Entropyを計

算し、 4ふ =26.8cal.又 ASl1llu=33.2cal.を得たり。

附記 本報は帝図書書士院研究補助費並に旭硝子株式曾枇補助費ぞ使用 したる賓験第六報及第七報

の結果を使用し計算を行へり。同質識の共同測定者工撃士林和雄氏並に工壌土酒巻倫之助氏に感

謝す。

〈大正一五年一一月一八日工業化事曾第 287同常舎にて講演、昭和二年三月工業化製雑誌180-189

頁掲載〉

酸化銭に依る炭酸曹達の苛性化(第九報)

酸化織の存在に於ける炭酸曹達の熟分解(計算追補)

工皐博士松井元太郎

く要旨〉 問題第八報は第六報及第七報の測定値に基き.分解歴の貰験式数種を誘導したり。ぐA.B.

C. D. E. F. G. H. 1. J. K. L. M. N. O. P. Q)本報は反臆熱及比熱の懐定値を使用せ今.賓測値のみより

賓験式を算出せり。

第七報分解歴測定値 46 中卒均織に~!îき 24を選び 8分し、各の卒均値 S佃を基本とせり。
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logt--7746.5{T-2.38575 logT+17.0620 

10宮p~-13.3984 + 0.0241971T+ O.仰00086441T2

logp圃 8.2734-5518.8T-1-596573T-:>'

、，，、、ノ、
，J

2
A
S
T
 

O
〈

〈

Rはキ Jレヒホーフ氏式(Kirchhoff)Tfまランキン氏式くRankine)とす。何れも測定温度範固にて測定

値 と一致す。

C020)分解歴の 1気墜に達する温度、其時の反感熱及常温反感熱は挽の如し.)

C J H Q R S T 平均

CO:>.の温1銀度座・clz 850.3 848.3 848.3 850.85 848.8 851.4 .843.9 849.8 
遣する
~ Hv 29044. 30220 295]2 30123 29725 

t:. H29S"1 34880 34027 

R式より計算の常温反燃熱 34027cal.は、熱量計測定最大値く第六報)34005 cal. I二悲し CO2の

1気歴に謹する温度は Na宮 C03の熔融匙(850・C)と一致す。

附記本報は帝園事士院研究補助費並tこ旭哨子株式曾枇補助費栓使用したる賞験第六報及第七報

の結果を使用 し計算ぞ行へり。同質験の共同測定者工皐士林和雄氏並に工事士酒巻倫之助氏に感謝

す。

〈昭和二年四月二日工業化著書舎第三O年曾にて講演、昭和二年五月工業化皐雑誌331-335頁掲載〉

酸化鍛に依る炭酸曹主主の苛性化(第一o報)

炭酸曹達ご酸化銭の混合物炭酸瓦斯気流中加熱愛化

並にネル νス干氏ミクロト -vョシスワーヂの使用

工謬博士松井元太郎

工接士林 和 雄

(要旨) Na2 C03 とFeZ03(1'8倍〉の混合物の約 2mgぞ白金小皿に載せ、電熱壇中に吊り、 CO:>.瓦

新築流中一定温度に 10分保持し、採り出忙し、ネルンスト氏ミクロ tーションスワーグにて重量の

盤化栓測定し、更に結果操作の改良を考慮せり。 17測定中重量の減少 し始むる劃iにて、混合物色相

の鐙化を認め、同匙即ち試料の分解歴の 760mmに遣する温度は最低174.5
0

C、最高 820.2'C及測定

の卒均は 787.3
0

Cにして、何れも分解歴測定〈第七報及第九報〉の 850・C より低し。

他の炭酸堕の熱分解測定にて、ミクロヲ}グと他の方法の結果、 BaC03 と S:C03は略同様なれど

も、 CaCOaの揚合は本報の如き差異あるものなりと云ふ。著者は之れに針する俄読を奥へ、 jJl，I二反

感熱と分解温度の蹄係につき遮べたり。

附記 本報賞臓は常園事士院研究補助費並に旭硝子株式曾祉補助費に貧ふ所砂しとせす.爾所に厚

〈感謝す。〈昭和二年五月一九日工業化事曾第 292問常舎にて講演〉
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硫酸テトり汐ム 10水盤(Na2~S04・lQI.hO)の分解昼L第二悶賓験)

工著書博士松 井元太郎

工率土繭島信之助

中田紡夫

ζ要旨3 著者等の中松井及幅島は他の協同質験昔と問題の貰識をなし、〈工業化事雑誌大正 15年

161頁〉気流法、露匙法測定、並l二轄移動測定じテンシメーター及ディラトメーターを使用せり。本

報は改良スタテ 4ック・ 71ソテニスコープ (StaticIsoteniscope、工業化撃雑誌大正 15年 593頁) ~J:fl 

ひ静的に調IJ定し、結果より得fこる縛移動上下の曲線の式は logt=-2837.83T-l+ 10.7866及 logt=

-2360.58T-l + 9'2254なり。本報測定植l拍手的法'})ク 4テ氏(}.P. Wuite， Z， tltys泌.Clw11I.， 1914， 

86，368)に近く、他の動的法に比し幾分低きが如し。例へば 25・Cに於て 18.49mm(著者入18.10mm

(Wuite)の如し。叉前記雨式より求めたる交叉鮎即ち輔移黙は 32.6'Cにして前報と一致す。

別に質験中経験上より i射こる恒温摺の操作、困難、精硲度等につき考察 し、監視の間土0・01'C以内

じ調節し得fこる事を述べたり。

本報賞験lま未fご練習範囲ぞ脱せす、他日の完成そ期す。 く昭和二年四月二日工業化謬曾第三O年舎

にて講演、昭和二年、五月王業化事雑誌 336-341頁禍載〉

電導度滴定に交流ヵ・ルヴァノ Jーターの使用

並に固定アム毛ニアの定量

工準博士松井元太郎

工勝士浅 井 街

〈要旨〉 電導度滴定に感~コ 1 !レ及受話器の使用は、同室に数多の賓験者ある場合の如き雑音装生

の魔にては質験察易な らす。叉同法は耳ぞ使用する放i二、一般習慣上、測定を連鱒tこ行ふ時は.頭脳

を疲労せしむる事砂しとせす。之に反し交流ガノレグyノメーターの使用は眼による故に、操作容易に

して便利なり。

例へば NH4C1の液ぞ NaOH液にで拘定するに、 49f!l}jぞ求るは 30分iこで足。。置際の揚合終末

思誌の前後各 8I出を取るに 10分以内じて充分にして、従来の蒸舗法に優るものと云ふべし。

〈昭和二年五月一九日工業化製曾第 292悶常舎にて講演〉
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酸及びア >rカり中和滴定に数種の電星雲法の寅験並に比較

工事博士松井元太郎

工準士浅 井 街

17 

〈要旨〉 電匪法酸及アルカリ中和滴定中、(1)空気電極甘京電極及ヰミーテンシ ヨメーター使用方法

(2)空気電極使用、微分滴定法、く3)空気電極及中和電極使用方法、 (4)水素電極及中和電極使用方法

じっき賓醸し、各操作を比較し、微分滴定法の困難、第一方法の路用成き事、叉中和極使用の簡草な

る事、空気電極の便利なる事等につき述べたり。

(昭和二年五月一九日工業化謬舎第 292悶常舎にて講演〉

甘茂康糖蜜より酒精の牧量の少き原因に杭て(第 1報)

工撃士武 富 昇

工事士花村重久

〈要旨〉 台湾に於ける麿糖蜜より酒精の牧量は糖蜜中の糖分の量より理論上製造し得べき酒精の

量じ撃すし平均 81%に過ぎ歩。本研究に於てはl&量の少ぎ原国会考究し弐で酪蜂改良法に操り牧量を

大ならしむるぞ目的として試験を行ひたるものなり。

糖蜜より酒精の牧量の少き原因としては次の如きものを其主なるものと考ふるを得。

L 糖蜜中に還元性そ有し臨海孝を受けざる物質が存在する震構蜜の分析の際酪酵性糖分の量を過剰

じ計算してゐる事。

2. 糖蜜中に於ける酵母の営養分の不足。

3. 問時中に醇母以外の微生物の繁殖。工揚i二於ては完全に殺菌して関酵を行ふ事は困難なり。殊

じ台湾に於ては糖蜜を稀轄する に用ふる水は殺菌せ1>して使用する故i二バクテリア其外諸種の微生

物の混入する事は明な り。

4・醇母0)生活、増殖に有害なる物質の存在。

本研究に於ては台湾製糖株式曾枇より寄贈を受けたる台湾牽底楠蜜ぞ使用したりコ今其分析結果

を示せば衣の如し。

庭糖蜜の成分

* 
灰

分

分

26.12% 

4.77% 

還元糠 2!1.69% 

擦がt

ペ Y トーズ及びペントーザン

26.29% 

0.32% 

本報に於ては糖蜜の画調孝に及ぼす燐酸瞳類、アンモニクム盟類、才リずニン等の影響及ひ8糖蜜を適

度に稀鰐し骨炭によりガム質其他の不純物を吸着除去したる液の開酵等に就き研究せり。
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其結果l二擦れば一般工場にて行ふ如く糖蜜を遁雷の濃度に稀稗し何等の酪酵促進剤を加ふる事な

〈して酪努せしむる時は賓験室に於て完全に殺菌したる後略奪せしむる揚合iこも酒精の牧量僅に

82-835納二過ぎ?して工場に鈴ける牧量と大差なし。放に仕込用水、空気或は糖蜜より混入したる微

生物が酒精隠酵を妨害するものとは考へ難し。勿論原料の不完全なる殺菌は酒精の牧量l二多少の影

響を有するならむも之ぞ以て酒精の牧量の少き大なる原因ぞ爵すものとは認め難し。

慶構蜜の臨時に於て硫酸アンモニクム又は燐酸アンモニクムの遁嘗量を加ふる時は酒精の牧量は

理論上のi買の 97-98~訟に濯するを以て壷湾産糖蜜の揚合には憐蜜中 i二還元性を有し酪蜂金受けざる

物質の存在を以て酒精のl&量の少き大なる原因をなすものと認むる能はす、。何となれば之ぞ以て其

主なる原固なりとせば輩に西部孝促進剤を加ふる事により酒精の牧量ぞ;増加する事は不可能なればな

り。

以上の事賓より考ふるに蔓漕産糖蜜より酒精の枚量の少き最も大なる原因は鹿糖蜜中に於ける降

母の管養の不足殊じ酵母の管養分中窒素源の映乏じ操るものと思はる。

酒精のl&量を培大するには路蜂せむとする液 100c.c.(17ー18・Brix)に封し硫酸アンモニクム又は燐

酸アンモニタムを 0.1gぞ加ふれば可なり。之l二擦り醸懇速度ぞ著しく培大せしめ旦つ理論上の酒精

のl&量の約 97-98%の酒精をl&得するを得。硫酸アンモニクムと燐酸アンモニクムとぞ比較する時

は酒精の牧量に及ぼす影響は殆ど差異是認め?。唯後者は酪鐸速度を増進する貼に於て僅に前者に勝

るものなり。

以上は豊潤産糖蜜の一種に就きて行ひたる研究にして糖蜜の成分は原料たる甘薦の種類及び耕地

或は製橋法により異なるを以て後日更に数種の糖蜜に就き研究報告する所あるぺし。

く原報、工業化製雑誌昭和 2年 389頁〉

大豆油の水素添加速度に杭て

早大工撃士山 口 集

〈要旨〉 種々の割合にニツクル蝿媒を混ぜる大豆油の水素添加速度を 80'，100'， 120'， 140'， 160'C. 

の各温度に於て振置法により測定せり。

蝿媒は還元後、水素気流中iこ於て大豆油を加へ空気との接蝿を防ぎたり。

本質験の結果、同一温度に於りる速度恒叡は蝿媒添加量に正比例して増加し.その増加の割合は温

度高き程大となるを認めたり。 〈工業化撃舎第30年舎にて講演〉

凹版印刷用焼ワエス製造工程中に後生する

亜麻仁油乾館物に娩て

工撃士小倉正照
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く要旨〉 亜廠仁油より凹版印刷用焼ヲニス製造工程中盤生する乾縞物の畑道に凝縮沈澱せるもの

E比重(30・)0.9321、屈折率(30つ1.4691、中和慣 161.7、鹸it憤 190.5、沃素慣〈ク-1-1ス)106.5不蛾

化物 12.45引を採取し支の成分の大要令検せり。即ち脂肪酸はメチルエステルとなし;分飽し!主の性

献を験し:誌の主要成分を検索せる結果固腫酸は約 15%を有し主とじCパル tチン酸及スアアリン酸

よなり、液瞳酸はメチルエステルとなし分簡せるに大部分 197'-2070 (約10mm)¥二於て飽出し此の抑

は沃素慣 100ふ l蟻化慣 189.9なり。之れより得たる脂肪酸はエ{テル及石油エーアル不溶性問櫨臭

化物を作ら歩白金黒を崎媒として水素にて還元しスアアリン酸を得fこり。叉ハグラ氏法により餓化

して二水酸化スアアワン酸を得たり。故に液瞳酸は恐らくオレイン酸及小量のリノル酸 (s酸?)よ

りなる可し。而して乾館中分解して生歩ゐ低紐酸(主として CJO酸及 Cs酸〉は約 10%なり。

乾飽物中の不鹸化物は比重(l'jρ0.8571、屈折塁手(20勺1.4723、比粘度く25')8.47、沃素1貨 146.9護熱

量 11913カロリにして小量のエーテル難溶の臭化物〈融r}j113つを得たり。不l磁化物を減座蒸簡を行

ひ分館して性賦を験しー錦分に就き分析の結果不飽和炭化水素よりなる事~認めたり。

亜嵐仁i出より焼ワニス製造工程中に於て多量の乾飽物護生すると同時に急激に粘調になる事質は

サルグエ4氏 (H.Salway， J. Soc. Chem. Inc1.， 39， 324 T， 1920)の設を想起する時は興味あるぺし。

街詳細カ質験報告は内閣印刷局研究所調査報告第十七放に記載さる。

絹総光、津を有する化粧クりームの製法

小倉美代

〈要旨〉 スアアリン酸に少量〈全脂肪駿量の 1J~至 75めの才レ 4 ン酸若くは二三の不乾性i出合l脂

肪酸〈椿油、琵瓶子油、落花生i自等の脂肪酸〉を加へ苛性加里一砂糖溶液にてクリームを製造しJ美麗な

る光津令有するクリームを作れり。(昭和二年四月二目、工業化撃舎第三O年舎講演〉

第員減感剤に関する研究

工拳士踊島 信之助

く要旨〉寝具減感剤は 1900年四の LuppoCramer によりて蛍見せられたもので其の種類可成り多く

殆ど全部が色素である。減感罪判の続簿溶液に寝具乾板を浸すと感光カが鋲百分のーじなるので之を

現像の直前じ用ひて減感鹿理を行へば現像操作は黄色乃至白色光下に行ひ得らる。

本研究は先に鈴木庸生氏が接見せる減感野l即ちパラアミノフェノー Jレと盟化亜鉛の添加化合物を

213・Cに熱して得る黒褐色色素を精製分離し之が 2引 nino10 oxy c1iphenylaminなる事を知り之よりヂ

フエニルア Eンのア iノ誘導韓は皆減感剤として有力なるものであると云ふ事ぞ報告したのである。

滅容度の測定には Vogel氏の ScalePhotometerぞ用ひ之に減感島理せる寓員乾坂と唯躍に7j{¥二浸
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潰せる乾板と t，e併て装置し同ーの露光、岡ーの現像同ーの定義ぞ行ひ雨者の感光度ぞ比較してその減

感度を算出したのである之によれば 0，2%の溶液で三分間浸潰しfこ結果は

2-amino diphenylamin (HCl Salt) 1/17 

4-amino // // 1/7~0 

4-10 diamino " // 

2-amino 10 oxy // " l/;~o 

2-4 diamino 10 oxy // // 
1/200 

2 -4 diamino // // 
l/sOOO 

Phen 1/300 

Pinakryptolく0.1%So1.) l/~so 

であってヂフエニルア Eンの 1~ノの位置じ針してパラの位置にあるものは特じ減感カが強い事

が分る之は4ンrフエノール及4ングミンが必今パラの位置に N刊の基を有するヂフエニルアミン

l二のみ生今る事より見て減感は酸化作用であると見るが至蛍であらう。

に上の減感倒の中 4amino diphenylam凶n叫ineIじ二就て其の濃度4ぞ旨種ノ々 号鐙更して減感度1を旨測定し?にこ所棋4劇制軌t引拘hι

i濃農度zを旨とり縦軸に減感度の霊封す数4沿旨取れば直線となつて減感鹿tはま浪度tじ二針して封薮的に培加する量で

ある事が分る之tはまH昨宇年米図のEaお制s坑tma羽ann曾品祉土研研司究所の Cr油a

誤りで雨氏の用ひfニ如き濃度の極めて小なる時のみ減感度は雨氏の云ふ如く直線的じ培加する如く

見えるがそれは釣数曲線のzp.軍部を測定して居ったのでそれより濃度の大となる時は針数的に愛化

する事が明に分るのである。 (昭和二年四月、工業化墜合第 30年曾講演〉

稲葉より盤素パルプ製造中に於ける盤素添加に就て

工墜土岡本 忠夫

〈要旨〉稲葉より腫素パルプ製造賓験ぞ行ふl二世りて稲葉の分析ぞ試みたる結果次の如し。

オι :7J 九 11・24% 粗蛋白質 3.95% 

水抽出物 10.75" ペントザン 24.96// 

灰 :7べ羽、 17.~2 // 7Jレ7ラール牧率 14.63" 

脂肪樹脂質 3.65// 繊維素 41.05〆〆

'，) If '" ;; 14.04// 

盤素添加賞験方法は次の如き順序に行ひたり。

(1) 試料 15g や取りτ油煎上じτ逆流冷却器を附し 1時間熱して水に可溶性の物質ぞ除去せり。

(2) 上記の操作を経fこる試料を7J<を除き定濃度の弱アルカリの一定量を加へ重湯煎上にで 95度

以上の温度にて 1時間加熱して洗糠せり つ

くわ 盟素添加は恒温器中に下垂せるエ}ν シ71ヤー・フラスコに上記の如く鹿理せる試料を移

し適量の水を加へ既知量の臨素を通じて行へり。本賓験に使用せし聾棄は堕素ポンプより取り漂白

拐を滑らせ茨酸瓦斯を除き硝子慢に貯へ炭酸瓦斯なき空気にて稀樗せり。矯反慮、に奥らぎる鞭素は沃



早稲岡慮用化懇舎報 21 

度加里液に吸牧せしめて之を定量すると共に試料を浸潰せる液中t二未反感のまゐ残留せる盟素の定

量を行ひ反感せる瞳素量ぞ計算せり。

(4) 盟素添加を終はれるものは N/20苛性曹達溶液と共にi由煎上にて 40分煮沸して後充分洗練

せり。

く5) 新る操作を経たる繊維素は黄褐色を呈するを以て 5'Beの漂白粉溶液を用ひ温度 20度にて

漂白せり。

賓験方法を上記の如く一定して盟素添加に於ける臨素瓦斯の濃度並に盟素添加温度を鐙じて夫れ

等が製品に如何なる影響を粛らすゃに就きて主主向の寅織を繰り返へせり。

其結果を摘録すればパルプの得率は盟素1{.斯の濃度増加と共に減少することを知れり。更に製品

パルプの化接的試験法として水分、灰分、銅憤及α繊維素の定量イ並行ひし鹿盤素濃度が 18.4-87.0%

の範園内にては盟素濃度の増大は銅i買の増加と α繊維素含有量の減退を来たすことそ認めたり。

次に盟素添加温度を 0.4'-35刈の範囲に鐙じて結果を求めfこるに銅慣は温度の上昇と共に減じ α

繊維素は温度の|傘下と共に減歩ることを確めたり。

更に盟素使用量が製品に如何に影響すべきかを知らんが鼠に盤素添加温度を 10度の恒温に保ち盟

素瓦斯を 6分間に 100ccの割合にて通じ其他は前惑の如く鹿理せしに試料 1g I二割し瞳素使用量 0.5

g乃至 2gの聞に於ては銅|買は盟素使用量の増加に伶ひ増大することぞ認むると共に α 繊維素もZfJ'

盟素使用量のI曾加と共に減少するの結果を得fこり。之ぞ要するに瞳素使JII量に一定の限度あること

ぞ明にせり。 E小栗〕

酸性白土に依るアセ今 vν瓦斯の重合

工撃士村上義比古

く要旨ヲアセチ レン瓦斯の重合に就ては従来多くの文献あり、古〈は 1858年ベルテロー氏の有名な

る貰験あり、近来合成燃料油の研究班f次盛んなるに至り各国に於て再びアセチ νン瓦斯より出設す

る燃料irllの合成攻究せらるゐに至れり、即ちツェリンスキー氏 (Zelinskii;-Ber.， 57， 264， 1924)は活

性炭素の多孔性にして吸着力強き性質を利用し 600-650'Cにてアセチレン瓦斯そ通じ 70-80%の

牧量を得たり。本邦に於ては織田経二氏〈工化、 24篇、 284就〉及び最近に於て喜多源逸氏(工化、

29篇、 346就〉の報告あり。余の此島に行ひたる賓験は鰯媒として蛾性白土を使用せる揚合ヨ〉アセチ

レン瓦斯の重合賦態、最適重合傑i牛等会決定せんとするにあり。

賓験全援置は大型鋸製アセチレン瓦斯費生機より護生せるアセチ νン瓦斯を瓦斯メーターを通じ

て毎分の瓦斯蓮度を讃み洗線装置を通じ て充分不純瓦折分を除き後乾燥して電気塩中に一定に加鮪

しある反感官ぞ通じ溜出i由と未反感瓦斯ぞ測定するにあり。 l支醸管としては戴製又は硝子製の種々

なる大きさのものを使用せるも最適宜験傑件の決定には内径約1.5cm.長約 90cm.の硬質燃壌管を探

せI日り、反感温度tま巾央の一定温度の部分を時々高温計じて測定す。
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臆反温度

解媒重量 l00grs. l¥:斯遜渇速度毎時約 13.1 遜遁時間4時間

50GOC 550・c 600・c 630・c 650・c 670・c 700・c
話量泡双翼耳量 48.061 48.93 43.03 54.08 57.61 51.01 52.85 

溜由来続量 35.501 20.80 29.60 32.10 29.40 28.b5 30.20 

霊合又斯量 13.461 19.13 18.43 21.08 28.21 22.46 22.65 

溜出 t雨量 2.1c.c. 5.5 8.0 12.0 17.9 12.0 10.0 

J!k f者・ 翠 21.94% 34.48 46.25 52.86 45.52 39.01 

溜出f白色相 策色透明 策色 背絡色 古車線色 赤褐色 赤褐色 i農赤褐色

悶屈折率 1.4320(170
) 1.4382 1.4418 1.4452 1.4478 J.4496 J.4.530 

同比重 一 0.8786(~・/1') 0.9181 0.9299 0.9459 0.9720 0.9986 

即も反感温度 650'Cなる時牧量最も好く j創出の品質は之じ反し温度の上昇と共じ低下し居れり。

按じアセチレン瓦斯の流速と牧量との閥係は失表の如し3

通過瓦斯蓮度

反臆温度 650'C. 関係量 100grs

平均 8.79(刀時) 12.11何時) 15.66何時) 20.04 (//時) 24.13何時}

遜渇瓦斯量 46.151 51.47 46.98 50.12 48.26 

溜出来新量 35.251 34.30 32.15 27.20 17.90 

霊合l¥:斯量 10.901 17.17 14.83 22.92 30.36 

溜!lIi自量 5c.c. 10 16 15 5 

主E渇 H寺閑 5時15分 4時15分 3 2時30分 2 

Jlj(得重軽 23.64 51.01 98.04 59.32 12.13 

溜出f向色相 黒褐色粘籾f生 関 関 同 同

同比重 1.0228(8/4) 1.008 1.0350 1.0375 1.0393 

即ち瓦斯通過速度毎時 151.のとき最大J!X量を得るを見る。

溜出i自の性質と成分、

重合溜出i自は初め黄色次に赤褐色、最後Lこ黒褐色粘間性となる割i畠蒸溜試験結果は次の如し、但し

試料は色相赤褐色比重 0.9248(8/4)なり。

分溺温度 溜出容量(%) 比重 属析率 色相

69-75・c 18.00 0.8645(12/4) 1.4192(18・C) 無色

75-100.C 23.16 0.8736 1.4271 11 

100-125・C 11.67 0.8880 1.4325 11 

]25-150・c 9.33 0.9025 1.4362 徴黄

150-175・c 3.00 1.4380 11 

175-200 3.50 J.4419 結晶折出

200・C以上 19.51 1.0178 ー 慕褐色

ヨ大i二各分溜i由の成分は 95%H2S04にて鹿理して不飽和炭化水素の量そ、 98%H2S04にて芳香族

炭化水素の量を、残部ぞ飽和炭化水素として調l院せるじ各分溜油じ就てきたの{直を得たり。

分溜温度 不飽和炭化水禁容量 芳香族炭化水棄容量
% % 

69-7:.).5 9.0 32.20 

飽和炭化水禁容量

58.75 
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75-100・c 14.0 20.00 66.00 

100-125・c 18.5 38.00 44.00 

125-150・c 12.5 20.00 67.50 

69-1500C 12.81 28.54 58.65 

即ち芳香族炭化水素と共t二飽和炭化水素を多量じ含有するを知る、以上質験の外向反臆管の物質、

長短.口径の大小等も亦牧量に甚大なる影響を奥ふるぞ見たるも、之等に就ては精確なる数字を得ざ

りし故之を略す。 E山本〕

鹸化促進剤の比較及び力日昼鹸化に就て

工塾士細田 市郎

く要旨)1'鹸化促進剤の比較二三金属の酸化物が油脂加水分解の促進作用を有する事は己に知ら

れたる所なりくLewkowitsch:J. Soc. Chem. Ind.. 17. 1107)。川上八十太氏く工業化製雑誌、大正 14年 2

月〉は之ぞ石鹸製造上じ利用して効果あるべき事を報告せられたり。余は加盤鹸化法に部!ち、鹸化促

進の一方法として同種の賓験を試みたれば之が結果を報告せんとす。

通常使用せらるゐ石鹸原料i削旨に計算量の1.5N苛性曹達溶浪及び各種の金属石離を加へ擁搾しつ

ゐ恒温槽内tこ加熱し30分毎に一定量の試科会とり残留せる遊離苛性曹建の量を滴定せるものとす。

第一表牛脂〈温度 80・C)

毘鈎石餓 鈴石除 普土石鹸 満俺石鹸

準剣 添加率% 0.5 2.0 0.5 2.0 0.5 2.0 0.5 2.0 

極量化時間(時〉 遊離苛性曹達率(%)。 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 10(1.0 100.0 100.0 100.0 

0.5 93.8 83.4 94.0 88.0 97.0 74.0 60.7 42.8 51.1 

1.0 85.5 62.6 86.0 74.0 94.0 50.0 31.9 16.3 14.3 

1.5 72.9 36.0 44.0 60.0 90.0 13.1 17.6 10.2 10.2 

2.0 33.4 14.4 24.0 26.0 52.0 8.7 7.5 8.2 8.2 

2.5 8.3 ]Q.4 14.0 12.0 21.0 6.5 6.4 6.1 8.2 

3.0 8.3 7.3 7.0 10・0 7.0 4.4 5.3 4.1 7.1 

3.5 8.3 6.3 7.0 8.0 6.0 2.2 4.3 2.0 6.1 

4.0 6.3 6.3 6.0 5.0 5.0 

4.5 6.3 5.2 5.0 3.0 4.0 

5.0 4.2 4.2 4.0 2.0 3.0 

第二表大豆油〈温度 80・C)

琵鈎;fi餓 鈎石鹸 普土石鹸 満俺石鹸 右灰

進剤添加率(%) 0.5 2.¥l 0.5 2.0 0.5 2.0 0.5 2.0 石0鹸.5 

画量化時間(時〉 遺書E苛性曹達率(%)。 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 
0.5 93.1 94.9 83.8 84.2 82.5 94.7 80.5 63.3 61.2 92.5 
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1.0 88.6 92.4 74.5 81.6 72.5 92..1 58.6 24.5 2-.5 85.0 

1.15 86.3 87.2 65.2 63.2 57.5 82.9 話9.0 4.1 6.1 75.0 

2.0 84.0 79.0 37.3 59.2 35.0 44.8 29.3 2.4 4.1 56.2 

2.5 75.0 59.0 18.6 38.2 25.0 1M  19.5 2.0 3.1 36.3 

3.0 40.9 20.3 14.0 10.5 15.0 13.2 14.6 2.0 2.5 10.0 

3.5 11.4 10.3 9.3 9.2 12.5 10.5 12.2 2.0 2.0 8.8 

4.0 6.8 9.0 7.0 7.9 10.0 10.5 11.0 2.0 1.4 8.8 

4.5 5.7 9.0 4.7 6.6 7.5 7.9 9.8 1.0 7.5 

5.0 5.7 2.3 5.3 5.0 5.3 7.3 

第三表榔子油〈温度 80.C.)

E鈴石自説 鈎石鈎 苦土石鹸 ri!lit経石鹸

遜鮒 添加率C%) 0.5 2.0 0.5 2.0 0.5 2.0 0.5 2.0 

曲量化時聞く時〉 遊離苛性w逮(%)。 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 

0.5 93.3 85.7 90.0 90.4 63.4 74.2 81.4 23.4 10.0 

)，0 86.7 75.0 83.3 83.3 51.2 51.7 66.7 3.3 3.3 

1.5 73.3 64.3 76.7 71.4 46.3 34.4 55.6 ].7 1.7 

2.0 60.0 57.2 70.0 66.7 43.8 20.7 44.4 。 。
2.5 50.0 48.5 66.7 60.8 42.7 17.3 36.0 

3.0 43.3 46.4 61.7 56.0 41.4 13.8 29.6 

3.5 40.0 42.8 58.3 52.4 40.3 13.8 25.9 

4.0 43.3 39.3 56.7 47.6 39.0 13.8 22.2 

4.5 53.3 37.5 50.0 42.8 36.0 13.8 20.4 

5.0 63.3 35.7 50.0 39.3 34.1 

5.5 63.3 32.1 48.3 35.7 31.7 

6.0 63.3 26.8 46.7 30.0 29.3 

6.5 25.0 28.6 

以上の結果より苦土及i前俺石鹸は大躍に於て促進剤として作用するぞ知り得べし。但し後者は製

品を着色するの快貼あり。次に苦土及ひ1前{奄石鹸を鯨腐i曲、落花生ilU、綿貫油のi験化iこ感用したる結

果を記すべし。

f出 目旨 撤撹 t白 落a生泊 綿笈泊

1IY;経石鹸 苦土石鹸 普土石餓

進剤添加率C%) 。 2.0 。 2.0 。 2.0 

鹸化関時(l可〉 滋自民苛性i'l縫$(%)。 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 

0.5 98.1 98.1 98.0 75.4 89.3 76.8 

1.0 98.1 86.3 96.2 60.3 84.5 71.2 

1.5 96.3 20.3 88.5 45.3 75.0 49.9 

2.0 95.4 9.8 78.9 31.1 53.8 19.2 

2.5 93.5 5.9 64.5 18.9 19.2 14.0 

3.0 85.2 5.9 46.2 7.5 9.6 6.7 
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3.5 76.8 4.9 5.8 1.9 8.8 4.8 

4.0 64.8 3.9 3.9 。 7.7 3.8 

4.5 46.0 2.0 ].9 。 6.7 3.8 

5.0 25.9 1.0 5.8 2.9 

5.5 9.3 

6.0 4.6 

要之此種の促進剤を使用する方法は第 2項b日!霊法に比し鹸化時間の短縮程度劣るを知る。

2. 加座鹸化法 K. Loffl氏 (NeuereMethoden in cler Seifenindustrie. 'Sieden der Seifen; Chem. 

Umschau， 32， 226)は工業的規模に於て加座鹸化を試みたる結果を報告しi織化時聞を在来の方法に上む

し7分の 1じ短縮し得?こり。 然れども該報告は詳細なる数字を快如せるが故に余はとじ閥する貰轍

ぞ試みたり。

内容 250c.cの硝子製加座磁に大豆油 12.5g1.5N苛性曹達溶液 2i3.4c.c(計算量〉ぞ牧め グリセリン

恒温槽l引二加熱す。一定時間の後内容物をとり遊離苛佐官遠の量を検す。

次に掲けたるは 5-6聞の卒均結果にして加歴憶は念熟する事を得ぎりしが故に所晋温度に建せし

むるl二要する時聞をさ欠表第二行に示せり。

曲量化温度げの 温度上昇時-問〈分〉 定温に於ろ曲量化時間〈分〉 遊際苛性習主量(%)

80 27-27.5 62.5-03 92.9-93.0 

100 36-4l 45-53 83.4-86.9 

110 41-47.5 45-49 28.0-39.。
120 46-55 41-54 ].2-8.5 

130 54-6l 29-36 0.7--2.0 

140 61.5 28.5 0.0 

(111口)

竹繊維の苛性曹達蒸煮

工 墜士 七井永毒

く要旨〉竹繊維として憂i替の桂竹より作りし粗雑なる竹紙ぞ原料に用ひ其性質令見叉苛性曹達じよ

る蒸煮後漂白籾により漂自在行ひτ、竹材の紙料としての程度ぞ見たり。

先づ原料の分析を行ひしに其純繊維素、ペントーザン等は葉ヱスパJレFよりも多く、製紙原料とし

ての憤{直を充分に認め得たり。其分析結果伝記載すれば次の如し。

*' 
，、
メー， 10.34% 冷水浸自分 ].75% イントーザン 22.92%. 

灰 分 3.22" 5%苛性習主主浸出分 14.53" 7ル7ラル牧率 13.43" 

ベンぜY抽出分 0.34" 9グ=ン分 14.93" αー織縫索 88.33" 

アルコール抽出分 0.88" 純繊維素分 53.83" 銅 償 4.08" 

究に苛性普達蒸煮の蜜臓としては苛性曹達添加量、力口座度、加鹿時間等の影響に付τ賓験ぜり。

第一賓験:-5気歴.5時間にて、原料i二針する苛性曹達添加量を盤化し 4%、 6%、8%、10%、
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12%、14%、165弘 18%.20%、30%¥二付き蒸煮漂白を行ひ、其精製品の性質を見fこるに 12%位に

て蒸煮後民銅慣を 2%以下tこなし、漂白に要せし有効彊素量は 6%乃至8%にて足れり。

第二賓験.ー苛性曹建添加量10%、5時間にて、方日匪度8気座、 5集座、 7集盤、 8気毘t二付蒸煮漂白せ

るに 5鎮座が最も良き賦態ぞ示せり。

第三宮験;ー苛性曹達添加量 10%、5策座にて、加塵時聞を 3時間、 5時間に付き貰験せるに、略同

様の結果を得fこり。

結論:一以上の貰験の結果より見るに、原料に釣し苛性曹達量12%-14%位、匪カは 5集陸、時聞

は8時間-o時間位にて燕煮4並行へば漂白粉の漂白に要せし;有効盟素量は 10%以下に低減し得ぺ〈、

其精製品ぞ純白にして、優良なる物を製し得ペし。

〔講義〕

酸性白土の性質と作用

工撃博士小林 久平

工撃士山本 研

酸性白土は小林の命名した名穏で、震に一種特別0;性質ぞ有し非常に庚き膳用範闇を有する もの

であります。

産地は新潟野々主とし問鯨丈けでも九ク所の製造工揚があり、年に一高明を産出し、其内i歯学教は

南洋方面に輪出されて居ります。慣格はー俵20貫入山元にては 2園70銭内外であります。産地踏査

の結果と成因研究の結果を綜合して私は石英知面岩の分解盤成物であることを断定しました。之に

よって踏査して新らにに多くの産地を護見しました。原土の物理的性質とか、化撃的成分とかは詳し

く私の著書「酸性白土」に記載しτ置きました。数十種の酸性白土は定量分析の結果、勃れも大韓Si02

の含量が多く A120sが少く叉灼熱減量が多いので-あ ります。陶土、粘土と此馳で相違して居ります。

此灼熱減量の大なることが賓に重大な役自在なすものと考ふるのであります。私の推定は酸性白土

は(OH)基を有するコロ 4ド賦物質であって含水珪酸アルミニクム(A120302SiO:zo3H20)と非品質珪酸

H6Si40n の二者の複合物即ち A120s・6Si02，6Hpの如きものであらうと思ふのであります。構造式は

俄りに突の知〈想像致します。

，0. ，0、

(OH)-Si( )Siく )Si-O-Al・(OH)2

~"()/ '<Yb 
I .0. 息 l

くOH)-Siく )Siく )5i-0...，Al= (OH)2 

稀滞アルカリで島理すると容易に Si02とA1iPsが溶けて出ます。叉稀薄酸で底理すると叉容易に

A120sが溶けて出ます。極めτAlの結合力が弱いのであります。
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第一物理化事的性質

(1) 電気泳動

酸性白土の籾末を水中に浮遊せしめ、之を電揚じ置きますと、粉末は水中を治〈動します。此場合に

白土は陽極の方に動〈即ち白土は陰性ゾルl二属するのであります。各種酸性白土じ就て試験しまじ

た。此性質は活性炭等とは全く反針であります。此執はi主志すべき事で・あります。酸性白土の内iこは

金属水酸化物を含むものもあります。之を完全じ除去して此試験ぞ行ふことは興味があると思って

居ります。

く2) 電気法蓮

山本研一氏と共に F.Choucroun Endosmometer其他の装置を使用して各種粘土類に就て此賓験ぞ

試みて居り ますa酸性白土は一般に普通の間土、粘土じ比して法透度が大なる様であります。

(3) 蒸気歴

酸性白土の蒸気盛を測定することは最も重要で・あるこ とが判りました。質験は仲々悶雑でありま

す。 lsoteniscope ~使用して質験中であります。是叉酸性白土は普通の陶土、粘土類より蒸気座非常

tこ高きものであります。

く4) 電解質に依る島情

酸性白土を懸濁杭態に保ち之に電解質そ加ふるときは沈澱を促進します。是叉電気崎現象であり

ます。 Freundrich氏は一般に此現象を4才ンの吸著によっτ説明しτ居ります。陰性ゾルの揚合は

陽4才ンぞ吸著して電荷に盤化ぞ生Tるによるとい此際の沈澱カは沈澱促進剤4才ンの原子慣に

よることを詮明して居ります。

(5) 吸著現象

盟基性色素溶液、硫酸キニーキ又は盟{ヒパリクム溶液に劃して酸性白土の吸著現象を検しました。

其結果Freundrich氏の吸著卒衡式に大睡合致することを見ました。主として山本研一氏の貰験による

のであります。此吸著現象iこ閲しては九州大撃の奥野俊郎氏も研究され詳細報告せられて居ります。

(6) 限外顕微鏡試験

酸性白土の非?誌の掃海液居を限外額微鏡で見ると盛んにプラワン運動ぞし τ居ります。 此質験は

酸性白土の微位子の大さが、他の白陶土等の大さとどれ丈け差異あるかを検する積りであります。山

本研一氏は目下賞験中であります。大穂橡期の通り白土の方は直径 0.031h位で、白陶土の方は直径

0.028(1.位で先づ大差がない様であります。之れは猫I1客来充分研究するのであります。理研の磯部甫

氏も此方面の事を調ぺられました。

上記各種の物理化撃的性質を隊合して考察しますと、酸性白土の浮遊液は陰性ゾルで、白土は分散

相甚だ大なる表面債を有すること丈けは明らかであります。是等現象ぞ精細に一々研究し、酸性白土

の酸性反感と如何なる関係を有するや等の根本的解決ぞなさんとして居ります。他日逐究費表報告

せんとして居ります。

第二酸性反慮を墨する理論
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現今大要三種の読があります。 (1)吸著説く 2)盟基置換説く 3)自己酸性物質説。

(1) I民 著説

私が二十有齢年前に此酸性白土を興味ある研究物として取扱ふじ至りました動機は、此白土粉末

そ青色リトマス試験紙の上に載せて之に 2-3滴の水を滴下すると其接縄却が赤愛した現象でありま

す。普通磁物とか岩石とかに斯かる性質は記載してありません。種々調べた所日本の睦目が少しく此

性質があります。其後白土粉末を盟基性色素溶液に加ふると、色素:a吸著して菰液が酸性を呈するこ

とを見ました。此現象は絹或は羊毛が狸基性色素に能く染まり、漉液が次第に酸性を呈すると同一で

あります。其後又 KClの如き、中性E種類に白土を加へTこる施液も亦酸性を呈することを見ました。

又是れと問-¥二所謂酸性土壊も然りでありますが、酸性白土は造かに酸性土壌よりは酸度が強いので

あります。

吸著読は私の唱導した説であります。へJレムホJレツ氏の所謂二重居説を諮りて説明するのであり

ます。白土の水中に於けるや最も白土に接近する*の一分子は HO

とくOH)'¥二分離し居る。今 KCl

に入れた揚合には K(ま吸著されて HClが出来る。此出来た HClは白土中の Alを溶出して盟化アル

tニクムが出来る。此物は直に加水分解ぞ起して水酸化アルミニクムと HClとじなる。此 HClが酸

性反賂ぞ呈すると云ふのであります。 NaClの揚合じも最後は同}であります。此 NaClと白土の混

合物を乾溜すると盟化アル tニクムムが出来ます。盤化アルミニクムは石油炭化水素に特殊の作用

をなすものであります。此事から私は質は人造石油の考案を案出したので・あります。

九州大著書奥野俊郎氏の読も大睡私の読と同じであります。酸性白土は陽4 オンじ針し撰樗吸著を

なす白土微位子の表面に71<.の分解を起し日。ぞ生?と云ふじあって以下は私の吸著説明主同様であ

ります。

(2) 担分解説く瞳基置換説〉

理化撃研究所岡津鶴治氏の唱導せる説であります。限|生白『仁'11の Alの結合抗態に重きを置く説

で、今白土そ KCl，MgCJ2の如き無機中性盟類に加ふる時は白土中の Alは腸根金属と直接複分解そ

起し、此島に AlIま K 又は Mg と置換し!盟化 7JレEニウムが出来る。此物が直もに加水分解:a受り

て HCliを生じて酸性反感を呈すると云ふのであります。

(3) 自己酸性物質説

此説で-酸性白土を説明する人はないが、参考の矯めに記する必要がある。酸性土壌の説明をなすじ

此説があります。土壌夫れ自身が酸性物質であると云ふ説であります。大工原博士の説では酸性土壌

の表面にAl又は Feの一種の吸著化合物があります。此物自身が酸性反感舎なし.Il盟基置換をなす

と云ふ様な説であります。大杉繁博士は臨基に快乏せる腰航珪酸アルミニウム盤のためであると云

ふ様な説であります。

第三酸性白土の作用と膝用

酸性白土の理論的方面の研究はコロ 4ド化事の進歩と相侠って次第に解決せらるるでありませう。

一方其臆問方面は年々著しく開拓されつつあり ます。批勤l玄海外の串者も篭も示75f象想しない鹿で

あると思iまれます。但し石油工業及び珪酸盟等の外園書じは弐第に ]apaneseAcid Clayなる名掃を
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載する様になりまし大。

(1) 吸著性の路用

私は二十有践年前石油精製に使用すべきぞ奨関jしました。今日は一般に使用して居ります。米固で

は此酸性白土と最も類似するフロリダ・アースの使用が盛んになってきました。近来分解ガソリンの

精製用l二盛んに使用せられ、叉麿棄トランスフ才一マー油の岡牧f日としても最も有望であります。今

日酸性白土の用途の主なるは石油工業であります。

動植物油脂の精製ー今日硬化油工場は一般に酸性白土を使用して居ります。此方面には辻本博士

上野博士の輩カが多大であります。

鴻7}(静l一理研岡津氏の考案でクラーリツ Fがあります。酸性白土と Na宮C03J，旨練担 して加熱したも

のであります。叉新潟宮大の及川周博士は井水中の微生物に針する白土の吸著作用に就て報告され

て居ります。

グイタ tンBの吸著剤としτ研究せられたのは東京街生試験所の衣笠製氏等であります。米糠中

の有効成分グ4タtンBを白土にて抽出し動物試験を行lまれて居ります。

アルカロ 4ドの吸著ー東京衛生試験所石川氏高松氏は天然コデ4ン抽出削として又は盟酸モルヒ

キ製造試験に白土を臆用せられ、アルカロ 4 ド慶液島理及び岡JßC~二大に効果あるを報告されて居り

ます。叉大島恭平氏は此理と同一に殺轟殺菌剤を製造甑寅 し居られます。

醤薬アドソ Jレピンー此物は酸性白土を精製したものであります。京大の湯川崎洋時士の創製考案

せられたものであります。 一種の吸著剤で便秘にも叉下痢止めにも効果がある との事であります。近

来は此種の吸著療法が失第に盛んになる傾向があります。

此外猫数多の臆用報告があります。甘薯から飴の製造の場合に脱色E沈澱用として使用されて居

ります。井上春成氏はナアタ qン中の微量の Sを除去するじ効果あるを報告され、保坂泰蔵氏は清

酒の脱色防腐iこ有効なるを報告されて居ります。其他之を硝子研磨用「グラシン」の材料とし又は粉

石鹸の原料とし叉玉繭費生防止用粉として販賀するものもあります。

(2) 吸慢性の感用。

アドソールは理研池田博士、磯部氏の考案になるもので酸性白土ぞ成型しにものであります。空気

乾燥、食品乾燥、琵室乾燥等其用途は盆々康くならんとしつつあります，

く3) 吸瓦斯性のJ.llllHI

餓性白土は強〈叉気館を吸著します。此方面の研究には猶大分面白き物があるでしゃう。天然瓦耳元

から j，lソリンの探JsC用としてアドソールぞ使用する方法は理研の特許となって居ります。大河内博

士は九月の燃料協舎で此装置に就て講演がありました。 JI寄来注目すべき有盆な事であります。

(4) 油脂分解作用

動槌物il11脂に酸性白土佐混合し、之ぞ加熱するときは初め油脂は脂肪酸とグリセリンに分離し、次

tこ脂肪酸は脆水作用等を受けて最後に石油を形成するのであります。私は之ぞ人造石油 と名づけま

した。目下魚油とか大豆油とかは高慢で石泊の方が*-いから工業的じは行はれて居りませぬが、是等

鹿理で石iUlが出来ると云ふことが明らかになった事丈けでも大に興味あることと考八て居ります。
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此酸性白土添加加熱の現象は丁度加歴のードt二油脂を乾溜すると同一結果であります。

(5) 芳香油、樹脂分解作用

テレピ;，.1白と酸性白土を乾溜しますと、重合作mで石油が出来ることを見ました。山口栄一氏と其

報告を出しました。混合の際著しく熱が費生します。活性炭素の方は極僅かしか熱が出ません。

松脂と酸性白土乾溜質職tこは段!研、飯盛博士 があります。又東京工業試験所、川合誠治氏があ

ります。 IA研・では其乾溜j自をジルベンチンと命名されました。

小野嘉七博士は倖脳白i山と酸性白土を乾溜して181中から純粋の石油デカナフテンを分牧されまし

た。又憂i湾中央試験所、土橋力太氏は藍色樟脳i由と酸性白土を乾溜しがソリン代)f-l品を製し、東大

田中芳雄博士も同ーの質験や されました。私は叉撫iI由頁岩に爽雑して居るコーバルに就て試験しま

した。同一に石油が出来ます。

く6) 重1tll分解作用

今日ガソリンの需要は激噌し、各国共に之が製出に苦心して居ります。原油よりは勿論或は天然瓦

斯から或は重油の分解から極力製出じ務めて居ります。重油分解法としては今日は皆大なる歴カの

下に波相で分解して居るのであります。然るじ常盤で重油と酸性白土佐混合し之を乾溜しますと、分

解して軽質ガソリンが出来ます。山本研一氏と共に研究して第一同の報告伝費表しましたが、未だ工

業的有利と云ふ迄には至りません。明治専門拳校三井嗣喜氏も久しく此の研究をされ学工業的試験

を完了され、其装置は特許となって居ります。

(7) 燭媒作用

私は山口栄一氏と共じ研究L、位献の酸性白土を充填せる反感管内にアルコール蒸気を通じ、ニク

ロム線てず加熱する時は此鹿に脱水作用が起り、エーアルが出来ることを見ました。

反感温度は 210'Cー260'Cが遁蛍であると報告しました。此事も亦工業的には行lまれて居りません

が、終来面白いことであらうと思って居ります。一般蝿媒に閉しては最近井上春成氏1)詳細なる報告

が出ました3

酸性白土の蝿媒的方面の研究は専ら井上春成氏がなされて居ります。数多の研究報告があります。

即ち酸性白土はホツフマン氏韓位及びペツク 7 ン氏輔位をなすこと、叉炭化水素の分子構造の韓診

に就ての研究鷺表がありました。

東京衛生試験所、村山義温博士等はテレピン泊より龍脳を製する一新法として、従来濁渇特許の

A1Cl3 使用の代りじ酸性白土を使用され、原料テ νピン泊の 11%を龍臓に鐙じ得ることを報告され

まlAニ。

(8) 酸化酵素的作用

?っと前t二酸性白土がグヲ 4ヤツク丁幾じ呈色反磨、を呈する事賓是認め.其理が不明でありまし

たが、大正十一年再び之が研究に着手しました。種々質験の結果、白土は酸化酵素、酸化?ンガン又

は金扇錯盟等と同一作用4をなす事がわかりました3 此揚合やはりへルムホルツ氏の二重居設で説明

します 3 即ち表面の水の一分子は H'とくOH)'¥二別れ、空気中の酸素はーツ丈活性酸素となり、此
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活性酸素が作用するのであると云ふ説伝費表しました。

白土表面 OHl立.0・a

OHj烹'0 (活性酸素〉

錯曜の研究では東大柴田雄次博士金子氏等は有名であります。

(9) 縮合作用

31 

酸性白土が肝油に呈色反懸を呈することぞ最初費見されたのは上野誠一博士であります。辻本博

士、高橋克己博士等も亦此呈色反感に就て試験されました。グ4タミン A含有物質に就ても試験さ

れま 1..，tこ。

私は白土の方面から賓験したのであります。白土がどう云ふ作用でかかる呈色をなすのであるか、

叉他じ類似現象ありゃな しゃに就て研究したのであります。此研究の結果酸性白土以外に強硫酸(既

知)AIC13• Zぱ 12，SnC14• P20S' H3P04等も白土と同一に呈色をなすことか判ったのでありますコ而し

て是等は執れも有機化合物〈主にアルデヒド〉に討しての Condensingagentである ことを考察し、多

分ず4タEンA 物質は一種の 7)レデヒドで縮合作用の結果.呈色をなせるものであると考へました。

又グ4タミン Aの分量を或程度迄測り得ることを報告しました。

叉公孫樹葉、松葉等の憶な総菜のペンプール黄色浸液は脆水酸性白土に依って同じく白土居が絡青

に呈色します。無水盟ftアJレEニクム、無水盤化亜鉛も同様の呈色を致します。溶摺としてはペシプー

ルの外四盟化炭素、クロロホルム、二硫化炭素、石油エーテルは好く呈色するがアセトンアルコール、

エーテル等は呈色しない、此呈色物質が如何なるものであるかは今後の研究そ待fこねばならぬが恐

らく葉緑素等と共在する一種の植物色素であらうと考へて居ります。

く10) 薦糖輔化作用

藤糖の溶液に稀薄酸ぞ作用せしむるか、又は韓{ヒ醇素を作用せしむるときは葡萄梅と果糖になり

ます。酸性白土も亦此特化力があります。旦輔化力は大韓白土の酸度と比例して居ります。此研究に

は九州大墜奥野氏の詳細なる報丈があります。氏は白土は沸勤にて微弱な酸性を呈し、輔化を起す、

共存する白土は蝿媒的に之ぞ加速するものと説かれて居る。私はやはり二重屠説で H・にて説明し

たのであります。

酷酸メチル、酷酸エチ Jレ等も酸性白土の添加加温で加水分，容するのであります。

(11) 澱拐糖化作用

澱掛糊に稀酸を加へ加睦躍に入れて加熱すると葡萄稿、夢茅糖、となります。叉夢芽を加へて加熱

すれば飴となります。稀酸の代りじ酸性白土佐使用するとやはり葡萄糖と萎芽糖になります。山本研

一氏と報告しましたの之に閲して加藤排三郎氏の賓鞍報告もあります。

りわ酵素の糖化力増進作用

京大喜多博士は澱粉横化の際に酸性白土を添加するときは、稀薄酸の如き作用脅して糖化カぞ喰

進すと報告せられτ居ります。

此f也宿種々の作用がありますが、此濯で止めて置きます。勝来lま燭媒作用t二使用すること、縮合野i
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として使用することなどは面白き路用方面であろうと思はれます。

第四酸性白土 t類似現象をなす物質

新fこな一物質の性質ぞ研究し、其理論ぞ究め且其臆用の建を拓くには先づ類似現象ぞなす物質を

求むるニとが必要であると考ふるのであります。

成 .0. 
/J 

電気泳動喜多

限外観彼 鏡 試 験

融 性 N.. 感

吸 事苦 性

吸 ー顕 性

f由 目旨 FメL、， 解
震 f自 メ，日、， 商事
齢化居手素的作用

縮 合 f乍 用

m;、精字率化作用

煩似物質叉11類似現象物質i
7ーラ一見、アース、アロ Pダ、アー見、ペ y トナイト等

自陶土

自陶土其f也コ ロイ ド

敵性土壌

獣段、活性炭、 E主酸グル

f長硫陵、強化カル νウム、告書水強化アルミ=ウム等

加墜加熱、接照剤、告書*-強化アルミ=ウム等

同上

E主化静索、水西主化マンガ ν、金属銭E盤
強硫殿、無*-強化アルミ=ウム、無*-盤化E鈎害事

務政叉11穂牝酵素

澱粉 ~V 化作用 稀Ilit叉11ヂア λFーぜ

百字素糖化促進作用 務 酸

大韓表記の如し。一物質で酸性白土の様に各種の作用ぞ粂ね管むものは一寸見首らないのであり

ます。我固に産する一種特別の粘土の様に思lまれます。英図のフーラース・ 7ース、米国のフロリグ・

アースも数同見本ぞ取寄せ試験はしましたが、酸度少く又絶無で酸性白土の様に種々の作用を呈さな

いのであります。

是等各種の作用はな日何なる原因であるかと云へば、要するじ

(1) コロ 4 ド賦微位子より成立すること

(2) 含*珪酸Y;レミニクム腫にしτ(OH)を包含すること

のこ黙に蹄着する様じ考へられます。

日号来盆々物理化事的方面の研究をしてJlt(OH)の賦態を究むる事が必要と思はれます。

限外顕微鏡と惨質粒子の大き

工製士山本 研

1. 限外額徴鏡

吾々が肉眼ぞ以て識別し得る二線聞の最短距離は大約 0.1m.m. であるが顕微鏡の助けぞ稽りる

とすると現在出来て居る最良の額微鏡を以てしτ確認し得る物種の大さは光波の理論より考へて約

0.11~ 即ち 1/10棚 m.m. となる、今之を数皐的に考へて見る事とする、顕微鏡にτ見得る最小物質の

大きを εとすれば光串の敬ゆる所に依り
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1 A 
ε=一一一手ー 但し À=_:~

2 f'sinα 

此島に kは任意の光波のi皮長、入は閉じく真空中のもの、 μ は媒介の屈折率、 αは鏡口角度

Angle of Apertureの折学教徒て μsinαは鏡口李敷くNumericalAperture=N. A.) 

故iこ顕微鏡が最小物韓や見得る震l二は"̂.~減少するか又はい sin α即ち N.A. ~li加すれば宜

い露である、 "^.を小とするためには滋長の最小なあ光被即も紫色線令使用し N.A.を増加するじは

sin α及び μの大なる物質ぞ使用す、即ち αに針しては特種硝子を使用して鏡口角度の大なる釣物

c-73度迄問一…0.95として居り刊明物問郡一

睦の屈折率i二闘しては水の1.33チダーi由の1.515モノ・プロム・ナフタレンの1.66があるが‘

此内科の最大なモノ ・プロム・ナフタレンぞ使用した場合に得る N.A.の最大値は 1.56である、従

て光の波長の最小である H線附近を使用する としても其波長は約 0.4μであるから して以上そ綿括し

て顕微鏡にて賓際に認知し伽最小位子の大さは ε圃÷-告ト0.13{J-となる。

即ち如何に倍率強き顕微鏡を以てするも普通瀬微鏡を以てしては約 1/ m.m.以下の徹位子を認定
1制X附

する事iま光事的に全く不可能なることが此鹿に理解って来Tこ課である。

然らば之以下の量小物腫の貰在を認め其大さや測定せんには如何なる方法を以てすべきか大さの

測定に針しては間接に種々巧みな方法があって吾々は物積分子の大さ迄も測定して居るが其賓在を

肉眼そ過して認定する誇けにはゆかぬ。然るに一方吾々は経験に依って日中認め得ざる天空の諸星

ぞ夜間は容易に之を認め得る事ぞ知って居る、叉チンダル現象i二依り暗室内に於て細隙よりの光線に

より普通肉眼iこでは認め得ざる塵填等の如き微世子の存在佐観祭し得る、即ち此揚合tこは光線の通路

に醤る物樟が光を散苗Lすることに依って微位子自身が自ら光ぞ聾すると同様になるためであると考

へる、又視角の関係よりして到底肉眼を以て認め得ざる小星も背後が暗黒なる揚合には夫自身が琵

光髄として作用する揺に其大さ以測定し得ざる迄も其貰衣丈りは認知し得るのである、即ち普通願

微鏡の限外にある微位子も之に強き光ぞ蛍τL光線ぞ散笛lせしめ叉背後を暗黒にする場合に限り其

存在を確認し得る筈で限外顕微鏡或は度外顕微鏡くUitramicroscope)が完成せられたのも全く上述の

原理会巧みじ感用したるに過ぎぬ。

暗視野に於ける顕微鏡に就ては多くの墜者に依て研-究せられて来fこが限外願微鏡大成の名望号はチ

クモンヂー及びジーダントッフ雨氏に奥へられねばならぬ、時に 1903年、其後雨氏は鰻いて種々の

型式の限外顕徴鏡を完成費表して居る、現今使用せられて居る限外編微鏡は集光方法と暗親野の程度

じ依り之を懐宜上三種に大別するニとが出来る、即ち

1.間際限外顕微鏡 SlitUltramjcroscope. 

2. 浸漬限外顕微鏡 Im)llersionUltramicroscope. 

3. 反射集光限外顕微鏡 ReflectingCondenser Uitramicroscope. 

].間際限外頴微鏡 SlitUltramicroscope. (R Zsigmondy ，and H. Siedentopf) 

限外顕微鏡ムしτ最初に完成せられたるもので其装置は第一国じ示す如く(日光又は〉アーク燈 R
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の光を νンズ C1にて褒め之を特種の細隙 Sを通じたる後牧菓 νンズ C2及び頴徴鏡の封物 νンズ T

によりて縮小して特殊容器内に導き此強き光線を以て被検物を側面より水平の方向に照射し之を上

方より顕微鏡~&lて規るものである、此型式は園、液、気何れをも使用し得る、特に固形腰質、グル

等の観察に遁する、之等の装置はすべ‘て濁逸ヱナ市のツパス(c.Zeiss. Jena)より護費せられて居る。

第一固 SlitUltramicroscope. 

2. 浸漬限外顕微鏡 ImrnersionUltramicroscope. (Zsigmondy) 1913 i.手チグモンヂー氏は通例の間際

限外頴微鏡を改良して浸漬限外編微鏡ぞ完成し fこ、其改良型~Iま牧集 ν ンズと針物レンズのー側ぞ斜

に切り取って雨レンズの尖端を極度に綾近せしめたるもので被検液は直接此雨レンス・の尖端閣に小

滴として懸垂されるか又は此爾レンズの尖端に附け得る硬護農の小容器中にlJXむる如くする.其優秀

なる匙は少量の液にて充分である事、液内に於ける光線の経路短き故光線ぞ吸lJXせらる L事少く従τ
非常に強き明度を得られ外の限外頴微鏡にて見得ざる 5~+'く1仰=lO-7cm)の如き最小位子を観察 し得

ると稽せられて居る、全装置は濁逸グッチングン市のクインクJレ(R.WinkeJ， Gottingen)より護費せら

れτ居る。

3. 反射集光限外顕微鏡 Ref1ectingCondenser Ultramicrosco戸・

第三の反射集光鏡を用ふる限外顕微鏡の内には種々の集光鏡が用ひーられて居るが原理は普遁の額

微鏡のア ヅペ、氏照晦器(AbbeCondenser)の代りに中央ぞ遮光し周闇じ環状の光線の通路を有する遮光

器を備ふる鏡面集光器を用ひ、被検物じ集中した光線をデッキ硝子の表面にて全反射をなさしめて噌

親野を遺る如くせるものである、全装置はアーク燈の前面に遮光器を置いτ側方光線を遮断し突に ν

ンズにて其光線令顕微鏡に援置せる鏡面集光器に遁常の大さじ入らしめる。種々の集光器が考案せら

れて居るが今日使用せられて居る主なる者のみを突に掲ぐる事とする。

a. パラ Zドロ 4ド集光器、 ParaboloidCondenser (Wenham imd Siedentopf) クエンハムの考案に係



第二固

Paraboloid Condenser . 

.， . 
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りデーヂシ干ツ才氏が後に改良してツパスより護費せるもの

で集光面は国ピ示す如く拠物線面をなし環賦じ入り来る光線は

此面に反射しτ其焦製iに集中しデッキ硝子の表面にて全反射を，

、~".. ミ:_......." する。

b. アプラナチ ッグ集光器、 Aplan:aticDark Field Condenser. 

くW.v. Ignatowsky) 

集光面として二個の球i1nぞ組合せたものち光線は二悶反射し

て後被除居中i二集中する、 製作頗る困難なるもの::-c.濁逸ヲιツ

ラーのライツくE.Leitz， ¥Vetzler)より発費せられて居る。

c. エンチユ集光器 ]entzschUltracondenser. 

エンチユ氏 (F.]entsch)は二個分間心球面を組み合して強き明度の集光器を製出して居る、』球面

の字経の比を遁蛍に取れば完全に光線の牧差を除き得る、特徴は高温度にて使用し得る事と明度が

他の勃れの集光器よりも強く殆んど.flll想的l二近い と云われて居る、 ラ4ツより護賓せられて居る p

d. ヵーヂ才イド集光器 CardioidConclenser (Siedentopf) 

:;ーダントッフ氏は 1909年カーヂオ fドの廻韓国と球面とを一定の法則の下に組合すときは光線

は此雨聞に依って反射せられてカーヂ才イドの尖馳に集中することを利用して第三園の如き集光器

を案出して居る。

第三国

Cardioid Condenser 

町胃、，
...‘、_'..'.- . ~

此集光器は暗黒なる視野を得る事と光の強さ大じして

位子の極めて微小なるものの検鏡に適するが液腫被検腫

にのみ使用せられて居る、此装置にジーダント フプ氏の

考案せる特種の裁物附子 (Cell)及ひ'其支持器(Holder)を

備へたるものをカーヂ才 fド限外顕微鏡として閉じくツ

ァ4スより護費して居る。

以上数種の限外顕微鏡の内普通本邦に於て使用せられ

て居るものはツァ4ス製の間際限外頴微鏡及びヵーヂ才

4ド限外額微鏡の二者で微位子特i二腰質の研究に遁賞し

て居る、今日では此二者が組合して護費せられて居るか

ら甚花便利である、其使用法は執れも夫々の使用書に充

分書いてあるが貰際使用に醤って困難した匙があるから

其二、三に就てi主意4吋 lいて置く、先づ間際限外顕微鏡で

は第一に其光源に依って著しい明度の差是受ける、普通に附属して居る 100ボルト 5アシぺアのア

ーク燈では測定に頗る困難を感今る、特l二着色液じ於て著るしい、濃度栓滞むれば差支へなき罪けで

あるが賓際は視野(ま甚しく暗黒となり位子数の測定等には接眼測徴計 Ocularmicrometerを使用し得

一歩、此震かツバスにては特殊の線太き.:JJaR測微計 Netmicro:neterを附属せしめτ居る、此事lま護明
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者のチク'毛ンデー氏自身も認めて居る様で特tこ微細なる1m質位子の測定にはへリオスタッ H二依り

強力日光直射の下に賓験そ行って居ふ之に反しヵーヂ才 4ド集光器を使用する場合じは明度甚1:

Sli!きためか室内の少量の塵挨等の影響を受くる事甚しく特に封物鏡としてアボクロ 7 -1-.グリセリ

ン浸系 V.58.接眼鏡相賛性 (CompensationOcular) 20X使用の揚合著しし載物硝子は乾燥せ?全

然クルトラ水中にて可検物ぞ採取して後検鏡するを利とする、普通薫溜水は使用じ得今、此動不注意

なる時は限外顕微鏡寝具中に往々にして著しき塵填等の撮影せらる Lのを見る事がある。

1I.腹質粒子の大き

近代腰質化事の進歩は嘗てグラハム氏くThomasGraham)く1861年コが考へし如<r腰質と品質は物

質中に於でも異れる世界i二属する J ものに非歩してヲ"7 ルン氏等tp.p.vonWeimarn〉が護表せる

如く「物質の異れる航態なること」径一般じ認定して居る。然らば全τの物質は鹿賀朕として現出せ

しめ得る筈にて貰際ヲ"7 ルン氏は<100種以上の物質を腰質賦じ於て得ることじ成功して居る、次

に腰質即ち倫庚義じ散簡L系は其製造方法、現出航態、等に依って分類し得るも最も合理的なる腰質の

意義は腰質の所謂散範度(Degr閃 ofDispersity)を基礎とせるもので才ストヅルド、チグモンヂー雨氏

に依り唱導せられたるものが之である、即ち全ての散凱系は其粒子の大さじ依り下の如く匡別する

ことが出来る。

粒子直径 0.1 1'_~_ 1.01'1'- 10仰 100('.μ 111 10[1- 100fL' lm.m. 

名 m L....J←一一関脇一一→|←乳状態一一懸糟一一→
化事溶液 | 

滅 過|←叩紙島町る Lの一一一一→|←吋紙同留するもの+

プ氏運動|←粒子のプ沖地運動た杓鯛一一一→同開動開ー

顕微鏡| 限外顕微鏡検出範囲 l ゆ131L) 普通顕微鏡の検出飾周

粒子名構 ズプミクロン ミクロ y

即ち腹質液の位子の大さが最微となり 11ゅ以下となるときは化祭溶液即ち分子溶液 (Mole四 lar

副 ution)に近づく。

腰賀位子の大さの測定法には種々の方法がある。

ペリン氏法 (perrin)はストック氏 (Stock)の定律に基くもので溶液中粒子功沈行i二際し一定蓮度で

落下するど見倣すときはさたの式が成立する、

v=~r~ (S-S')宍 v=速度、 r=粒子の直径、

9ヲ ー S=粒子の比重、 S'=液の比重、 ρ=液の粘度

調散恒数よりは

1+A_1_.. N=克毛ノV 中の粒子の数、 A=恒敷、 0.815
S= R.Tγ  
=ヲr~りr' r=粒子の直径、1.=距離、

即ちカンニン〆ハム、王リカン氏法くCunnighamand Mil1ikanうである。
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叉比重糧にで腰賀溶液の比重ぞ測定して之をえとし世子のみの質量 Vf.e別に求め、比重場主同容

積の散凱媒の闘いとすれば制媒の比重 d'=与

願液の比重、ゐ=今-散酬の峰、 c=Jt
u=比重唱と同容積の水の質量

炉供c-fトd' d=-----
d'十c-ds. 

H 3 _ .v d'+c-ds. :. r"=--7-1G.一一・ . 
モ1: n u 

チグモンデー氏法、

輩位容積中の位子の質量を m とし其位子裁を ntし其密度を D とすれば各位子の容積は

m
一泊

V
 

位子の直径f.elとし近似的に正方立方種と蝦定すれば

1= . / _!旦-
'" nD 

1 
又世子の卒均距離令 r とすれば軍位距離の中には一一個ある諜である、自主に軍位容積中にはτ「r 

個ある、此値は上式の nである、放に

1=羽三喜
著者の貰測した所では光源が暗くして位子の平均距離を潰み難きため前法にて一定容積中の粒子

教を読み究の式に依て各世子の大さを算出しfこ、但し1笠子は球朕と考へ、粒子の密度は度々重量法に

依り之を求めた。

子の牟径E ワ
修賞溶液の%

100 
密交

1012判 X一定容積中の粒子殺鍛
一定容後L単位(13)

×三一 Cm
4τt 

今チグモンヂー氏の間際限外頴微鏡ぞ使用しτ腰質金位子の字径を賓測せる場合会一例に皇暴ける

と赤色金ゾJレはチグモンヂー法に依り AuClaf.eフ才 Jレマ 9ンにて還元せしもので其漫度は0.003%で

肉眼にて淡きローズ色、普通顕微鏡下じでは倍率1200傍にても倫ー・様なる赤色溶液なり、之ぞ特種

* の容器に入れ釣物鏡、7l<i浸系 D40.接眼鏡才一ソスコープ 17x即ち倍率 680傍の下に方眼測徴計

にて観察しj硯野の幅、 駒及び長さそ細際 Precision.Slitぞ加減して其目盛に合す様にする、方眼測徴計

の目の寸法は部め針物混1]徹計 Objectmiqometer. ¥二合せq側定して置く、 R[lち此揚合は 1目盛の長

さ6f1となって居る、細際は 90度組輔し得る故加減しτ縦、棋の幅を何れも 6f1とし二個の目盛の間

即ち 6x 6 X 6=216p.3中の位子載を讃仏腹部立子は何れも活漉なるプラヲン運動をなす放浪度を加

減して測定容積中の位子を 1-4個位にする、然らば毎同一目にて位子教ぞ讃み取り得、読みの早さ

tま一定の速さ例へば一秒毎に読み約 100同位卒均し尚之を数岡繰り返して平均値そ出す如〈す、其
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結果 2~6{J 3 中の位子数が卒均じて 1 . 85 個あったとすると。 (1旦じ其潰度は Au 0・003%溶液〉

0.003 

赤色金プJレの字経R=

1()0 

Fb×jL=山
216 

以上の方法にて賓際に測定した腰賀粒子の大き 白の数例を毒事ける、之ぞ諸大家の報告せる夫れiこ較

べて次に示す こととする。

E参賀名蒋草

赤色金}fJレ

シ P カゲ Jレ

穆質炭素

陶 1ニ A 

陶 土 B 

苗木陶土

百主性白土〈小戸E量〉
11) 

金勝賞A(詑減 Aul'lGうι

B(同 Aul¥r，)ム

C(岡 A句 a)ム

D(同 AU97)A

温度

(1.003% 

0.0~9 

0.016 

0.030 

0.06l 

0.0248 

0.025 

カドミ昌ム、アルコールゾル

可溶澱粉

赤血球

1叫中の粒子n 半 径

8.5 X 109;国

1.91 X 108 

4.V2x 108 

0.09 x108 

4.2 X 108 

3.4 X 10-6010 

5.2 X 10-5cm 

3.lxlO-5 

14.9x lOて5

5.2 X 10-5 

1.79xlO-5 

1.67 X JO-5 

直径 1.7仰

3.0 

6.0 

" 15 

" 
直径

11.4μμ 

5いい

7.5fL 

iWJ定者

著者

向

i可

周

同

問

問

Zsigmondy 

1/ 

11 

11 

Sveclberg 

Lobry de Bruyn 

クロ、ホルム分子 ，， 0.8p.[1. Jager 

*素分子 ρ O.l!lfL O. E. Mりer

間際限外顕微鏡にては視野曙くして微位子のプラワン運動烈しく限外顕微鏡露英の錨影は不可能

である但し間韓中の腰質物例へば硝子中にある腰質物の撮影には時聞を永くすれば差支ない、故に

限外顕微鏡寝具の撮影にはカーヂオ 4γ限外額微鏡在使用 し又微粒子の運動盛んなるため高蓮度乾

板を使用して撮影す、限外顕微説寝具は針物鏡グ リセリン浸系 V.58 接眼鏡H.6，2xを附し、使用乾

1 
板ラ4才ン、エクリップスにて約三F秒-4秒の露出を要して居る。之等の窯其は紙数の都合上掲載出

来ぬのを遺憾とする。

限外顕微鏡寝具は数百枚撮影 して見fこが普通顕微鏡寝具に比し粒子の朕態が暗野の星の如く明瞭

じ輝いて見える、会ヒドロソツレの如き赤、青、紫、樫、五色の賓玉の如く燦飢として輝いて烈 し〈運

動して甚だ美麗である、最後に附言した、きは限外願微鏡の倍率のことであるが之は以上漣ぺ大島

じ依り明らかである様に普通頴微鏡と異づて 其倍率を以て顕微鏡抱率を云々出来ない事は明 らかで

草に願微鏡の倍率のみを上け て も無事味であって蔵野の暗黒度と投射光線の強度に依τ其能率が左

右される、例へば浸漬限外顕微鏡にて最小 1仰のものを見得るとせば其見掛けの倍率は約 100，000倍

となる。 〈終〕
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(註解〉

1) 限外顕微鏡の分類法は其構造、使用法等より Zl~ち直々として一定Lτ居なも?が此島には著者

が最も遁賞と認めて前記の如〈分類t.-t:;ので決、して一定せるものでない事を附言して置く。

2) Slit UJtramicroscopeの詳細なる構造及使、朋法は CarlZeissより出して居る津山の Catalogue中

mikro，396.を参照せられたい。

3) Immersion Ultramicroscope使用法及賓験の詳細は

Zsigmondy:-Physik. Zeitschr. 14. 975(1913); Kolloidchemie， S. 12. (1920) 

Zsigmondy u.' Bachmann.";・Kolloidzeitschr，14. 281. (1914) 

4) ]entzsch:-Ber. .975. 191-0 

5) Cardioid Ultramicroscopeの構造及び使用法詳細はC.Zeiss型穂 Mikro.306.:a参照せられたい。

め Zsigmondy(Alexander traus.):・Colloidand Ultramicroscope，-P. 129. 130 

7) P. P， von Weimarn:心 ieAllgemeinheit des Kolloidzustandes. Bd. 1. S. 1-5 

8) Freundlich (Hatfield trai¥s.):ーColloidand Capillary Chemistry. P. 399. 

9) Zsigmondy:-Colloid and Ultramicroscope. P. 124. 128 

10) 粒子銀の決定及び其 FluctuationI二就ては Swedberg:-Ko'loidChemie. S; 110-115参照せら

れたし、。

11) Zsigmondy:・Z.Physik. Chem. 1906. 56， S. 65: Colloid and Ultramicroseope. p156. p.157. 

12) 限外額微鏡寝具の撮影に就ては閉じくツァ4スよりヂーデントッヲ氏の考案になる Photogra~ 

plおchesOkularや費出して居る、其使用法等の詳細は此鹿にtま省略しツァ 4ス型線 Mikro.373参照

せられたい。

賓験l二際し参照せし書目は.

ChaJnot: "-Eleme'ntary.. Chemical Microscope. 

Zsigmondy (Alexander trans.):-Colloid and Ultramicroscope. 

Svedberg:-Colloid Chemie. 

Freundlich (Hatfield trans.):司 Colloidand Capillary Chemistry. 

Boque:ーColloidalBehavior. 

Weimarn:ーDieAllgemeinheit des Kolloidzustandes. 

Taylor:ーChemistry. of Colloids and Some Technical Applications. 

Wo. Ostwold:-Licht und Farbe in Kolloiden. 

ZsigmondyくSpeartrans.):-Chemistry of colloid. 

鈴木丈太郎氏:・顕微鏡及鏡査術式

田所哲太郎氏:ー慮用鹿質化畢

正路倫之助氏:・麗質

Diameter of Gold Particles etc. .l¥nn. Physik. 27. 186~2ï2 
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Physik. Z. 10・778-80;Ber. Physik. Ges. 1909. 574-576; 

Degree of D匂erSionof Colloid and its. Determination:-J. 50c. Chem. Ind. 38.←ー7T(1919) 

The Colloidal' Matter of Clay and its Measurement. H.' E. Aschley. Department of the Interior 

Ultramicroscopic Photography. 

U. 5. Geological Survey. Builetin N'o; 388. 1909. 

An Ultramicroscopic Motion Picture 5tudy of the Relation of ColloidaI Content and Plasticity in 

Clays. W. G. France. 1926. 67. J. Am. Cer. Soc. 

以上の著者等に針し謹んで謝意栓表す。

猫旭硝子株式舎祉試験所、太田虞太郎氏、東京工業試験所ー芳野守三氏、東京帝園大撃理事部化製

教室柴田雄失氏、理化撃研究所、長岡宇太郎氏、鈴木庸生氏に貰験上種々有盆なる教示を賜りたる事

を深謝す。

物理化拳賓験報告

郎太JG 井松工事博士

同賓験じ闘しては、本曾諸第二読 38-45(大正一四年九月〉及同第四競 77-84く大正一五年一一

月〉に掲けたり。本報は大正一五年四月ー六月に施行せるものにして、事生二人を一組とす。但し部1

報所掲と同様のものは省き、叉本年度は電気化壌に闘する賓融は其方面の課程に譲る事にせり。

A. Findlay， Practica! PhysたalChemisり〈略競 Findlay);J. F. 5pencer， An 参考書及略記載

Eザm・'mentalCOIIrse of Physica! Chemist，ヴ:(略競♀enceの

ドの分子量測定

賓験大要は平encer1， 218にあり 3 カーバ71 ド 30.05g(g)ぞ71<99.00g(G)にとかし、露匙法に

より蒸気歴を求め、 ヨた式使用分子量そ計算す。 M 溶剤の分子量、 t'71<の蒸気歴表より求む、 t 溶液

露鈷法によるカーバマイ

の蒸気盤、 m 所要分子量。
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23.763 
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21.850 

23.763 

62.4 

22.4 22.7 

20.695 

22.654 

24.3 

22.588 

23.763 23.763 

20.32t 

22.249 24.697 

t 

t' 23.763 

62.4 【70.25)62.4 58.1 57.5 57.6 58.5 "る

有竹四郎及神谷香ー〉

KCtの解離度測定

賓験番披 7~除き卒均は 59.84 にして、理論載 60 じ近し。〈賓験者

結氷魁降下による
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賓職大要は伊'encer1， 121にあり。 w溶質量、G溶剤量(20.14g).6.結氷匙降下、K恒敏(*の場

合 18.6)、測定分子量内とす。 叉 m 会計算分子量 (74.56)、n解離物載とし (n=2)、解離度 d

は次式より求む。

宮U
d= 

m-m} 
m}=K一4一Gx 100; 

?n(n-1) 

寅験番務 *のみ 1 2 3 4 5 6 

K賓C験l空g手に加へ し 。 0.1326 0.1180 0.1925 0.2222 0.4239 0.5190 

τυ 。 0.1326 0.2506 0.4431 0.6653 1.0892 1.6082 

ペタ守ンの言質み 5.017 4.675 4.425 3.997 3.510 2.'297 1.012 

氷慰降下 (6.) 0.342 0.592 1.0W 1.507 2.720 4.005 

11/.' 35.8 39.1 40.13 40.85 ? ? 

1Jt-fn' 38.76 35.46 34.43 33.71 ? 

解総皮 (d) 1.083(?) 0.907 0.8585 0.825 

KClg/1∞芭H20 0.658 1.244 2.200 3.30 5.51 7.985 

mol/l000gH20 0.0882 0.1668 0.295 0.443 0.725 1.070 

mol.に謝する降下 3.876 3.号5 3.46 3.40 3.75(?) 3.745(?) 

〈賓験者中田祐夫及深谷孝一〉

沸勤上昇に基〈カーバマイ ド分子量測定 (McCoy氏器使用〉

賓験大要は丹均dJ.ay，131及事encer，1， 223 ¥こあり。

カーパ71ドの量 w(6.827 g)、水の容積 V(200cc)、K恒敏(5・4)、A沸動上昇。

香競

分子量 M =Kx一三巴ーx100 
L1V 

時間 ペタマンの鎮み
，--ーーーー園内・ーーーーーー

分 * の 沸 魅 溶液t慰霊}i.
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時間 ペクマンの殺み
.--圃ーーーー人ーーーーーー~

分 水のfIII獄溶波沸感
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即ち水のみの揚合 2.870叉溶液は 3.160 6.=0.290なり。

6.827 
測定分子量 M=5.4x _ ~.:~~~ _ _ x100=63.56 

0.29 x 200 

理論値 60.0 

〈賓験者元木秀一及森川隆行〉

温度法にて Na包S0410H20-NazS04の縛移動測定

資職大要は Findlay，272及‘)timcer，II， 202じあり。
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事手結品じて精製せる Na耳:SO~ 10HpJ.旨約 30gを用ひ.10分 1、の割にτ加熱し温度を測定せり。
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〈賓験者高官修及高木暢太郎〉

上越賓験の外、ピク t)レ"7-1ヤー氏器使用アセトン及クロロフ#ームの分子量及蒸気密度測定。デ

4 ラトメーター使用 Na~S04・10H20 の輔移1!"i!tIJ定。 ::r:.ステルの加水分解速度並i二盟酸及硫績の強度

比較。液憶粘度及表面張力説，IJ定等あり。

鱒-3黙

叉別l二 Na，~S04.10H20 の分解例〈工業化著書雑誌昭利二年 336)漂白粉の分解座〈工業化・塑雑誌、大正一

五年 593)温度滴定法の質例〈本曾報第四読めに闘し貰験せり。

昭和二年四月新大に醤路用化製科へ入撃したる第一製年生にしτ蛍舎へ入曾したる者下の如し。

姓名 現 住所

川 卒七 芝匡三田小山町五、町田方
田 資郎 蹴布匿庚尾町六
村 貞治 市外杉並町高園寺九二
田 史人 市外中野町中野九六三、林隆一方
ノ 宮直 喜 市外上落合二六0、知久方

元 瀬 市外池袋大原一四六八、木下方
樫 稔 牛込匿早稲田鶴巻町三六一

倉卒八郎 市外中野二三五
部 英敏 牛込医馬場下町一一、石橋方
藤 健究 市外戸塚町源兵衛七回、閥家博方
原 周 市外下目黒五
田 巌 市外卒塚町戸越二四三
田 信 一 市外戸壕町源兵衛二回、施欝館内
川 倦磁 小石川区小日向華町、藤村方
田 秀雄 芝区公園五競地一四
谷 徳、 青山南町六丁目ー0八、藤木方
川岩雄 市外西巣鴨町宮仲一九O三
本 尭司 芝匝新網町北一二、松本方
7k 茂郎 市外巣鴨町一O七九、三村方
谷 吾一 四谷匝愛住町七九、岸本方
野 築二 市外入新井町新井犠九二七

以上

者曾入

石
石
家
原
ニ
朴
富
富
岡
加
紳
吉
武
浦
野
熊
山
松
清
紋
杉
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〔議

膳用化事曾記事

0大正15年12月7目、午後ゑ時 30分ょ吐議師室に於

て早稲開聴用化$.曾役員食た開催す。

IIlIfi't者、小林久子氏、松弁元太郎氏、智弁穴造氏、

武宮)'/-氏、山内第三雄氏、山口祭一氏、井上誠一氏、山

本研一氏、坂田貞臣氏、海野去をE氏、荒木一郎氏、有竹

四部氏、中国総夫氏、森川隆行氏以上]4名っ

路事

].卒業生lこ到する曾設徴集の件。

2. 講演舎の件。

012月9目、早稲田階、用化接合報第4減ら各地に後送

す。寄贈先下の如L。

東京工業試験所、大阪工業試験所、東京常国大事、

臨時窒素研究所.南総州線道含量t中央試験所、陶磁

器試験所、啓明合、宥iぬ略報社、碍製樟脳株式曾枇

定葬式化皐工業曾枇、燃料務究斯、大阪市立工業研究

所、遺書管室北中央試験所、理化拳研究所、旭町骨子株

式曾量士、大阪府立園書館、東京帝大慾用化事料、大

日本人造肥料株式合祉研究謀、東北骨?園大号匹、九州

締盟大号匹、北海道帝岡大号降、工業化事舎、東京高等

工業率校、績協高等工業撃校、大阪高等工業事校、

網員三高等工業製校、明治事門書島校、内関印刷局研究

所、兵藤藤吉氏、富永努氏、定、*直彦氏、 ~1由。

01!l月20日w 理工準舎含長名簿、各合員に夜主主す、部

鍛 145部。

0昭和2&f.l月17目、東京市外板橋l町中丸 185千堕1・製

作所よリ理工撃舎舎員名部寄贈方依願し来る、本日

直ちlこを道迭す。

02月12日、午後一時よリ早稲聞大事際用化懇科第117

敏室1:於て第10同議決舎た開催す、閉含午後四時出

席者小林久平氏、武室長'1-氏、山口祭一氏、山本砂f一

氏、井上誠一氏、林和雄氏、芳賀惣治氏.竹内祭次

氏、増淵吉長氏、浅井衛氏、蔽島f吉之助氏、花村重

久氏、海野景正氏、元木秀一氏、森川隆行氏、m;木

一郎氏、可見事量氏、金子家事盛氏、竹内光雄氏、宇野

昌平氏、扇回関太郎氏、:zp.回議氏、三浦早良im氏、

秋山雄一氏、阿部二郎氏、宮本五~氏、講演者及演

題下の如じ。

J.護課調待製iき工業、竹内豊能次氏、

芸家〕

要旨。凡ゆる工業lこ於て其の動力の{事播にl1古〈よ

り嗣鍛えP用 {;\"f~ り、調書宇としての諮言葉の遜否か塁手殺

しその製造工程に入れり先づ芯と Lて木統粉、九本泌

総合也t~ る組lこて布た織る、英の布た調殺の編とし

之lこ懇談~採者菱地主主他の溶溌 lこて溶かし、糊吠とぜ

るものたロールプレッシヤーφ織にて布に塗リロー

ラーにて座す、之た六枚合ぜ 土谷更に懇談にて歴者

して製品となす、この工程に於げるローラーの種類

と業の得失、諮談t容i舜にまi、き;むとすよる布及ぴ其の原

料すよる木綿織縫に就きて詳述す、而して製品に釣す

る化撃的叉l1物湿的試験法につき署員支ぜり己

2. 国家構成の立場より見?こる化事工業、元木努一氏

要旨。先づ人間生活の根本ともなる慾婆より説き起

L 、~の慾望より形成されt.~ 1.，岡家の意義の起i!Kt... 

捜リ、岡家なろものの定義l二鰯する諸説た述べて主主

の闘家機成の根元成分すよる主権人民土地た業の一々

に就きて詳設す、次に園家鱗成の目的及び業の目的

に向[;¥進む闘家の航路に移る、業の結果園家主E動の

エネルギー l1之ら.:1:地よりミl<むる篤め人民l1働くに

mる、以上の論及よリ生産なろ事貧た廃史的及経源

的見地よりの解樗た述べ?こり。

3.澱粉の級化作用、増淵吉長氏

要旨。澱粉粒の機溶lこ就きて之迄後演されれる務室主

より論じ始めてi殿粉の糖化作用lこ就きE悪臭的考妻美た

すよす、従来澱粉化事に就きてl1各筆者により其のま立

た異にす、此慮に於て待i元た異にするi広粉くCorn

Starch及 PotatoStarchの種類)1:勧告て氏の笈験報

告らなす、ーたに澱紛糖化問と Lて最近注目ぜられれ

る「タカヂアスターゼ」の精製法に就き氏の貧験結果

た述べれり。

4. r限外顕微鏡と修質粒子の大き JIこ就いて、山本

研一氏

要旨。省客

02月23日、大阪市東成直東小橋町日東石鹸紘式含枇

より否舎事星第3続、第4銚寄贈f...依煩し来る、即日直

ちに護送す。

03月1目、東京市B本橋E伊勢町二四、工業菱銀夜行

所より第4競寄贈依願し来る、即日夜迭す。

03月3目、日東石鹸株式含煽士よリ第3，4就の代金送附

し来る。
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03月10日、熊本軍事芦北部水俣町隊内合宿小淳氏よリ

援軍事郵仮にて曾報第4君主の注文あリ一部本日強送す。

O弓月2目、 4月中に海ml'景正氏、問屋文彦氏よリ住所

理盛夏遜知来る四日開催するぺ告早稲岡1!1!用化努舎役

員舎にll!席の旨阪国民臣氏、佐野総二郎氏、酒巻倫

之助氏より遜知来る。午後零時30分より早稲田理ヱ

皐舎主催映竃曾(丹那隆道関E盤工事の貧(JI.)開催に闘

する幹事打合曾、窓築科講師室に於て開催さる、各

科よリ幹事、ー畢生一名宛 t本曾よリ山本研一氏中間

結夫氏湯川氏の三名〉出席さる、午後2時30分閉舎。

路事

1. ー 舎賞、苦言日要する害者'IIVI~lt早稲田理工事合よリ

支出す、但 L昭和二年度各科目慮金に依ろ。〈各科20回

宛〉猿算30困乃至40四位。

2.委員、各科より三名宛港出し以て念日司舎の径

に常ろ、本曾よリ各墜年委員に依頼すろ事に決定、

元木秀一氏、字野昌平氏、石岡資郎氏。

3.委員打合舎、来る5月自日映l!i曾賞日午後零時10

分よリ建築科講師室に於て舎揚型車運に掬する打合曾

た催す。

4・遜知、各舎にて護送する事。

主手法本含良東京及附近在住害者兄に遜知ら出す。

5月 4目、午後4~時30分よリ第117歓室に於て早稲岡隠

用化事曾昭和二年度役員舎か開催す。

出席者、小林久平氏、を雲井元太郎氏、 t吉井六造氏、

小栗捻誠氏、阪悶良臣氏、 IIJ口祭一氏、山内第三雄

氏、弁上誠ー氏、山本研一氏、武2重好・氏、阪田誠氏

奥川敏磁氏、酒巻倫之助氏、佐野鼠二郎氏、孤島信

之助氏.増淵吉長氏、中間稔夫氏、森川隆行氏、綴

田政太郎氏、尾藤竪氏、鈴木氏一氏、*!l11'敏行氏、

石田資1m氏、以上23名

殺事

1.合員.IJ鐙哀の件、第5除第3項中「各皐年畢生中よ

り各ニ名私選ぴ」とあるたr3名以内と J~む、

関係書J4項庶務委員2名た3名とす、同除第5項舎計委

員2名た3名とす。

2.役員改選の件

イ、副舎長、阪田良区氏、

ロ、理事、弁上誠一氏、答弁六造氏、松芥元太郎

氏、武宮昇氏、山内il三雄氏.山口祭一氏、山

本研ー氏、小栗捻蔵氏、〈歓室側〉、竹内祭次氏

山湾松男氏、〈第一同ヲ、肝付集英氏、水野敏行氏

〈第二悶〉、大西義之助氏、石川三郎氏、〈第三間〉、

録

F事実雄氏、奥)11敏首長氏く第四岡入佐野賞二郎氏、

波漣灘氏、く第五同〉、酒怨倫之助氏、鳥居敬文氏

t第六同〉、増淵吉長氏、騒鳥信之助氏〈第七同〉、

〈卒業生側〉、 tt回路夫氏、森川隆行氏〈三撃年〉、

鈴木良一氏、尾藤竪氏、騒悶魁太郎氏〈ニ感年入

石田資郎氏、家村良治氏〈一事与〉、〈母島生側〉

舎計委員、 a弁大造氏、中田紘夫氏、鈴木貞一氏

編級委員、小栗捻蔵氏、武宮昇氏、尾藤竪氏、

石岡資郎氏

庶務委員、山本研一氏、森川隆行氏、腐回盤太

郎氏。

3・舎計報告、曾計委員中関蔵夫氏主リ大正15年度

曾計報告わり、倫詳細lt雑誌第5貌lこ夜表す、舎.

滞納者に豊富する慮竃lt之ら曾計委員lこ一任す。

4. 曾殺後行の件、曾報第5貌lt7月夜行する事、詳

細lt編紙委員にー径す。

05月6目、午後 6時 30分より第一高等撃践に於て理

ヱ祭曾主催「丹那隆道」の映密曾開催さる、「本日 lt鍛

造省の御好意、|こよリわざわざ説明の矯めに委員た滋

渇されれリ」先づ機械科助銭授師岡氏立って関曾ら

宣ぜられ、次いで畿道省が今岡管理工事舎の企た援

助ぜられれる好意、た謝 L愈々活動潟iftの映潟に移

ろ、最新の技術と想像も許さざる地下、興味多告事

賃U:l工費量百の観衆馳ぜて悦然1:らLむろ鍛刻、間曾

1! llt午後十時すよリ吾、常日叉余興とじて「夏の日本

アル7・3え」四舎の賓潟わリ、観衆無慮重宝百さしもの

大室もi陥堂入た以て満ち1:;:，観わり早稲岡理工~曾

主悠丹那隆道映笠曾 lt斯くして盛大に終始d リ。

〈元木秀一詑〉

05月12日、去る四日開催の役員舎報告及編総督官の原

稿募集遜知た本日各曾良に後迭す。

05月23日、午後六‘崎理工率官官定期協議員合、大限曾

舘に於て開催さる、午後へ時間舎、

出席者、小林久平氏、 2中盤E氏、桑田路太郎氏、市川

繁煽氏、堤秀夫氏、野村竪氏、高橋中総氏、坂関員

箆氏、山本研一氏、

議事

1.野村竪氏より大正15年度舎前報告わり、 };IJ項の

遇、j承認、昭和二年度予算lt各分曾20囲宛出授の事、

1・協議員lt機友曾本年度未定、他分舎lt全部昨年

遜リと報告あリ、備雑談正 Lて本年10，月豊島俊式典に

際して理工~;l都内た各幕門家に穣覧た譜(}、且つま露

演舎た聞く件、詳細11本懇期末改めて役員舎た聞き
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決定の事、全部幹事にー径の事、 '各分曾雑誌か統一

Lて理工事曾縫誌とするの件、之江充分各分曾l二て

考慮する事。

0早稲田階、用1t~.有志望感貌曾

6月12日、時宛も梅雨期に入‘JFtt211Lれれ末侯;も晴れ

上つれ此の目、午前八時二十分曾長ー行It東京事1;

集合、然海行列車に乗込む、途中次第に合員も増加

Lて車中11愈々賑.cT'1こすよる、湯河原にて三組に分

れる時l二族館集合た約して各英の方面に肉ふ、害者先

生及先輩諸氏 11十図峠l こ、 3~、 u手I!列車で然海ま

で、 2年11伊豆山族館まで山道か徒歩、千人風呂で

疲労た癒L、t音jむの気持にかへる、やがて小菜、富井

爾先生l.t卸見えになり一周紀念撮霊長の後、総貌舎に

入る、主主〈霞む大島ら望んで、一同どーんに満た引

き意気昂然一余興績出して時の経るた知らない、。

がて時間 L迫つれので一同立って校歌た合qBL、次

いで阪国語I}曾長の夜聖書lこて吾府、用化接合薦議た三喝

して散含各自由行動lこ入ぉ、タ雲主豊か海上lこ霊れ箆

めて暮色蒼然。

術賞日の出席者下の如し。

叡授及先輩側、〈イロノ、順〉

2智弁大造氏、小栗拾蔵氏、山内誕三雄氏、山本研一

氏、協嶋信之助氏、阪悶良医氏、沼宅き倫之助氏、岸

文雄氏、水野敏行氏

三年、高官氏、中間氏、深谷氏、有竹氏、森川氏、

元木氏、以上6名

二年、高橋氏、高萩氏、金子〈援〉氏、字野氏、矢嶋

氏、牧氏、顧問氏、阿郁氏、秋山氏、三浦氏、宮本

氏、鈴木氏、以上12名

一年、石岡氏、加藤氏、榊原氏、野岡氏、岡部氏、

吉岡氏以上6名 計33名〈脇田盟太郎記〉

慮用化聖教室消息

0小栗拾蔵氏の数授章t任

蛍服用化事毅霊互の講師と Lて物理化撃たぬ径ぜられ

L'}、緊拾綴氏11本事年より新1:に蛍数2定数授として

獄径ぜられれり、氏11明治44年東京帝岡大*工事部

際用化*符た卒業、 E藍署警新高翻意官舎請土彰化工場、帝

国ビール株式含訟に勤務ぜられれることわリ、今岡

我国軍用化祭談室が氏犬..i!l!へ1:る事11一段の強Eまた増

しt:るものlこLて曾員F弔問主共1:喜ぴに犠へざるも

のすより。

0理工奇陸部紀要第四競の宮益事J、

早稲田大事理工事部紀要11従来よリ毎年理ヱ*認に

於て後刊され来り 1:るが今岡11我穏期化穆数室務敬

授の研究論文た集めて号ilflJするこ色、すよリ従来後表

d しもののみの英女抄録として刊行 L燭係筋及び諸

外国へ普く頑耳目しれり、題名下の如 Lo

The Collect.ion of the. Abridged Report5 during 

1920-1927 from Techni句 1Chemical Laboratory， 

¥Vaseda University.く1書官定俣J￥3.00 ~通行者、早稲

聞大撃〉

0松井、答弁関設授の帝国事士院研究補助費の受奥。

今同常設2亘書室授松井元太郎氏、同富井六造氏11帝担直

撃士院よリ懇士院研究補助費ら受興ぜられ1:リ、研

究題名11次の如L。

齢化鍛lこ依る炭酸曹迭の苛性化

工事博士松井元太郎氏

鈴畜電池の容量減退防止法1:就て

O~.用化撃荻窪股員の移動

工事 士 宮 井 六 治 氏

工 事 士 芳 賀 惣 治 氏

蛍数室助手、林和雄氏2えぴ職工見習、高機佐々市兵

昭和 2 年 3 月退職~られ、新1: に 4 月よリ技手見

習、岡精三氏、香詑、桑原献三郎氏、給イ士、前山敏

夫氏就任ぜられれリ 。

第五周卒業生波湯議氏114月より蛍設室小林敏授の

下に米糠の利用法に主主て研究賞験d られつ hわリ。

際用化撃科貧験室の増設、本年4月よリ新1:1こ議i留

*-室(2坪〉、:!'!:Jii:斯室(2坪〉か増設し、訳書喜朗製室

た甥師室に回世E室~燈室に鑓更し'Mí燈室た第五研究

室として内部数慌た完成lこ近づきつ、わり。

曾員消息

前級以後の合員住所移動下の如L。

阿部伊綴氏(第一同〉住所、大阪市東波川医十三東

元町

高崎保介氏〈第一向〉住所、市外聞大久保 ~75

立川 隆氏〈第二問〉勤務先、横須賀工廠澄兵部、

住所、紳奈川勝岡浦町船越官会

色川御胤氏〈第三間J勤務先、後部iH凪リ 住所、創l

護市光都号字通20背山方

伊藤日出夫氏C第五同〉勤務先、従前週リ 住所、市

外漉ノ )1197

工藤義郎氏〈第五同〉勤務先、京橋区片倉ピルヂン

グ内、習を気化事工業舎枇住所、市外代身幡町
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笹塚1078

路島{ 篤徳氏〈第五同〉勤務先:.市外岡端町20:)0干冒

ピシE進言葉化工位、住所、小石川区磯司ヶ谷町110

問屋文彦氏〈第六向J伎所、市外立川町飛行第 5聯

隊第 2中隊

谷村新氏〈第六向〉住所、市外阿佐ヶ谷 740北潔方

本年三月第七同卒業生勤務先11.下の如L。

勤務先叉11住所

石川i瑛一郎氏小石川匹以町九五

井上 清氏千梁寒川新宿167

伊藤誠一氏 高砂脊料株式含祉

花村重久氏市外i!t多ヶ谷、近衛野砲兵聯隊第問中

隊〈七月末日迄〉

七弁永森氏大日本人造肥科曾量士、住所、浅草区小

島町13

内山 保言語氏市外京成電車問))>フ"沿線大和謎諜製作

所住所、千葉A幡町管野284

海野 f互・正氏旭電化工業曾量士、住所、市外法橋柏木

944牧悶方

山本祐二郎氏市外高田馬場、 E宵子活字工業所、住所

銭

市外~緑町戸越 410 竹下方

路島信之助氏理化事研究所鈴水庸生氏研究室.研

究生

}花木一郎氏浅野セメント曾匙スレート官官、住所、

市外法谷町下康尾28

有j勝峡夫氏市外務関l可穏街橋、平岡商后初図工場、

住所、市外大森不入斗645倉持方;

浸弁 mr氏日本染料株式含量士.住所、大阪市此花

区吉野町 2-26高久方

三井筒志氏自本化事工業合指:、住所、市外戸塚町

i原兵衛143

高木暢太郎氏市外大森、大森ホテル内

|禽員の艶 1

011月11目、蛍後室務局係、山崎wl澄氏突然必勝帰属庫

にて逝去さる。く合員外〉

05月5目、本舎良金子宗号車氏腸雪量挟新にて入院加療

中の慮遂に長逝さる。

本曾11以上二氏に艶し霊前に香料た侯へて、深〈哀

悼の意:1.<-表しt:リ。

大lE.1 5 &f.度理工事曾Jjk支決算報告

41(入之部 図

I、各分曾平等賞捻経常'e( 100.00 

1、各分舎按分責搾理工*合後合王可愛 250.00 

1、 同 迎工撃曾曾艮名簿印刷貨 753.52 

合計 ]，103.52 

支出之部 周

I、理工撃舎縫合式E空気機 250.00 

1.理工事合合員名簿印刷'J!(. 753.52 

1、業他ノ印刷消耗品質 38.85 

1、協議員集合資 23.50 

1、昭和二年度繰越 37.65 

合計 1，103.52 

如上御報告倹也

昭和二年五月二十三日

理工事曾幹事 〈曾計〉

野村監⑨

山本研一 ⑮ 
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井
木
井
木
井
浦
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酒
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宮
芳
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ヲた

f工事博士
簡'liなる電熱量計の使用…・….....・ H ・-….....・H ・-・………...~工率 土

(工事博士
温度滴定法(測終滴定法〉の賓例…....................... ...... "') 

f工接 士
硫化銀の電気低抗に就て…・・・・ ."............... {工準士

f工 感士
石鹸水溶液の電気化事的性質と脂肪酸の解離恒数……..~工墜士

苛性曹達溶液の電解的煮詰 ・ ・・ {~ 塁王
盟化亜鉛の電解脱水及び其水溶液の性質iこ就て (王室主

日

文

務

報

前

設論

昇.富武工著書士蓋i母の砂橋工業及び酒精工業・....

物理化事賓験報告

曾員賞験報告抄録

雑録

投稿規定
1. 原稿用紙lt本令所定の用紙 (1頁 12行 25字詰〉た期ふる事、御論求失第送附す。

2. 原稿It.2jSo仮名交リ積書とし、欧諸音謬!こlt片仮名か用ふる事。

3. 闇lt白紙1:還さする事。

4. 句設黙lt必ず期ふろ事、叉lt/j、鍛艶lt・1e用ふ。

5. メートル法草.位た褒ltす~字 It次の例1:徐ふ事。

kg (キ ログラム) gくグラム) mg Cミリグラム) km Cキロメートル〉

m (メートル) mm (ミ日メートル)' qc C平方-1<;/チメートル〉

cbm (立方米) 1 (リットル) cc C立方センチメートル〉

重主量1e詑すにはアヲピヤ鍛字1e用r.l次のOlJに準?。

5.3尺(五尺三寸) 125邸く百二十五回〉

%(バーセント〉

原稿の取捨lt編腕委員lこ一任の事、且つ返縞lt致さざる事。

殿、稿lt東京牛込医早稲田大豊島理工夢官官階、用化祭器定室内本含編腕委員宛の事。

6. 

2-3時間〈二時間乃至三時間〉

7. 

8. 

料金lt表紙拾五郎、 1頁拾園、牟頁六図とすわ

但 L闘面綿入の揚合lt他に代金た申受〈。
喜定債四拾銭|霊告霊

印刷

費行

昭和 2年 7月 7 日

昭和 2年 7月 10日

編腕祭 早稲田大事理工撃部
畿行人 服用化皐科内 桑 原献三郎

加藤晴吉

正文合第二工場

早稲田勝用化事曾

媛嘗ロ座東京 62921.. 

本郷底湯島切遜坂町 51脅地印刷者

印刷所 本郷医湯島切遜坂町 14.15番地

接行所 主主主主議院事皇室脅
.箆牛込 5i 3 (腹用化*絞室呼出しのこと〉



早稲田磨、用化事曾曾計報告

昭和二年三月末現在

牧入之部

前期繰越金

舎員舎費

庚告代 第三競

第四読

銀行預金利子

容附金

曾報分譲金

合計

支出之部

雑誌購入費

理工感曾名簿代

合報印刷代 第三銃

第四就

理工事曾遊曾式資櫓費

理工謬曾経常費

態用化製曾講演費

香其及見舞金

雑誌製本代

雑費〈雑誌遺料テ含ム〉

合計

差引残高

内課

振替貯金

銀行預金

郵便貯金

現金

合計

右之週相違1n~之候也

昭和二年六月十七日

大正+五年度

曾計係

曾計検査係

富 井 ノ.... 、-
中 田 祐

鈴 木 貞

四
512.33 

665.70 

97.58 

79.43 

17.70 

10.05 

1.36 

1384..15 

困

42.50 

56.64 

292.80 

409.60 

19.00 

20.00 

5.00 

24.00 

16.90 

34.65 

921.09 

四
463.06 

国

191.74 

159.89 

110.95 

.48 

463.06 

造@

夫@

@ 

松井 元 太郎⑩

山内英三雄@
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Kipp &. Zonen， Holland. 

熱継電器 (徴電流計メ戚度ヲ憤大ス )Vタメ ノ:新装置)

第一国

第ごIl

第三岡

モル博士及パーゲJ~博士ノ考案ユナ 9

幅二分ノ 1粍厚ミ 0.001粍ノコシスタ

シタシーマンガンーコシスタンタシノ

電熱費ョリナノV熟繕電器及補助徴電流

計ヲ用ヒア主徴電流計ノ戚度ヲ憤大セ

ンガタメ工夫セラ νタノV 毛ノナ人

即チ第一国及第三岡ニ示ス如グ光源ヨ

リ来}V光』、主電流計ノ!鏡ユ反射セラ ν

ア熱継電器ノB.C.(第一園)ノ中央ユ

来 νバ B.C. ノ接合部川均等=熱セラ

ノv 、j/故=熟起電力ヲ起すズ。

然 ν1'.毛主電流計=徴少ノフレアノV時

川雨接合部，、不均等=熟セラレ熱電流

ヲ生ズノV ガ故ニ補助電流計ヲ用ヒア之

ヲ測 νバ其値J、主電流計ノフレュ比例

スノV コトヲ知r。新グジア徴電流計ノ

戚度ヲ 5x 10 アムペア程度迄増加ス

Y コトヲ得。

熱電器j/上記ノ如キ高戚皮ヲ有スノV コ

トJ、真空ナノV ブf故=電熱撃すヨヲ附近ノ

遜シア失，、ノv 、エネルギーノ損失ナキコト及電熱望すノ材料j/住民メア薄キガ故

ニ侍導=ヨノV損失些少ナノV ニヨノV。

英、アダムヒげ一)

{弗、ェー、ジヨバン
代理底

濁、ヵーノv、ツアイス 特約応

東京市京1橋監元数寄屋町二丁目

撃す鶴館ピノV デイング

株式 双 葉 商 曾曾赴

電話銀座七五九番



理化皐研究用

喜義高座オートクレーヴ

新案登録撹持什品・用百気歴 1.5L. 新案皇室銭撹持付各種

f燈持付オートクレーヴは苦心研

究し屡々改良:して殆r完全の域に

遣し最近東京工業試験所に上納し

たるもの(I500C.C. .:.ッケルクロ

ームステ-r-JJ，..割前製、常用 100

策座携伴付オートクレーヴ、電動

機1んH.P.)は試験成績頗る良好tこ

して濁逸製品にも優れるもの t多

〈の先生よ b激賞せられたり

理化事研究は盆々高座賓験に擦

るところ多々なりと聞き弊所は之

に臆惨んと欲し夙に之に閲する紫

械の製作に従事せり向盆々献身的

努力を惜むものにみらす乞ふ懇篤

なる御数導を賜はらんご之を

専責特許酉式オザナイザー、新案登録西式恒温水槽

恒温器恒温恒潟装置、新薬登録高座オートクレーヴ

新案登録劃温蒸溜器、塗料標準試験紫、克新及空気高座座縮機

一 般化事機械電気機械製造、 度 量 衡 器 及 計量器販寅

西 製 作 所
東京市下谷直池J端七軒町三十入番地

電話下 l 谷 (83)a =八五番

援替東京三八三五ー番



理化皐墜科用
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~ l!!1 [P)UOO@~ 
スーピロン 〈耐酸錨〉製造の沿革、酸「アルカリ Jの製造又は取扱上快く可からざる耐酸性器具lま

大正五年頃迄iまきを部濁逸の石英製又は北米合衆国向『デユリロシ」を轍入使用せしも

何れも1質椅の不服なると職途中の破領、註文品の延着等により七多去の不艇を感G
Tこり。

此のJd~駄ぞ|徐き他方轍入の防座を目的として賞品封ま大正五qi春蘭般嘩製造に着手し
苦心の結果濯に優良品の産出に成功することを得たり 、依りて大正六年四月濁立せ

る日本耐酸競合資合祉を創立し横演に工場を設り「スーピロシ」なる名悔の下に耐酸

餓の製造を開始しm上内各工場需要や満たすと同時に一般の要求にも臆じたり 3 爾来

年々研究に研究を重ね以て33質の向上を;十り「デユリロシ」を凌ぐ優秀なる製品を産

出し得るに至りたるを以て一般祉曾より多大の賞讃を博せり・斯くて時代の要求は

より事業盆々遊説し首時の設備にては狭l溢到底需要に感じ能はさ'るに至りしを以て

大正寸話二年四月増資し倫組織を改め株式合祉として工揚を儲張し生産の増加や計聾

せる際不幸大志士二年九月の大震災にて工揚は倒壊又は焼失の厄に遭遇したり。之

そ肢と してー居事業の護肢を計る鵡め大正十二年末大日本人這肥料株式曾祉に合併

.経営するこ主おなり大正十三年三月耐酸識エ揚を哲王子工場内に新設も多年の経験

により優良なる製品の産出を固り専ら「スーピロシ」の聾債を高むることに努力しつ

ゐあり。

スピーロン製品目 丸山蒸鍵皿、角型蒸鐙皿、船型蒸質問、 鍋、 釜、 各種億管、

冷却器、捜持器.謹l武器、各種J汀.プ、コック、カラン、パルプ、漉池器、 νト)1(

ト、ハンドJポンプ、ロータリ-;;，ド ジプ、セントリフユカi)J..ポンプ、プランジャーネ.

ンプ、硝酸製造装置其他。 東日 下王子町 一

大日本人造肥料株式舎赴王子工場耐酸鍛係 ~・hよ
1ft iffi f小石川町~~~- . ?~~- ~~ ~~ _ ~__ _ (& tif C).ti: ?イ叉lt ?イ電・'

i受守ー惣弘之43Jig臨時L受信リシワウジタ付 ν‘・F



CHINe. {:}N'釘45脳会:L ，HEAJ:ER 
、八TithRheostat for Goritr0lTing Heat 0utput 

チJユニバーサJL.ヒーター

本器は一般研究室に於ける、蒸賞、蒸溜、煮沸等の操作l二最も適蛍せる電熱器にして、其附

属品の組合せ方によってホットプ νートにも又サンドパスにも自由に慮用出来ます。

倫附島クランプ、により支持牽に取付くることも、叉蒸溜フラスコ其他容器ぞ安全じ支持し

得る毒事も出来ますがら研究室用電熱器として慮用範園の極めて成い使キl司ものであります。

電熱器は固示O)~日く角型にして、ヒーテングエレメン トは半球形耐火物亡電気加熟練:æ捲き 、
其外部:a熱絶縁物にて包み、更に其外側を黒エナメ JレH:J:J，旨施しfこ鎖製クーシングを以て覆っ

た構造で、竪伺で薄命も永〈加熱能力も頗る良好なものであります。

命クーシchi-底部iこはt底抗勢そ強入Lデ簡草に温度の調整を行ふことが出来ます。
i .~':'. ~ ~ "{---1ft ei ヤ ノ

電流は実流直流執れlこ6使用主主~h.~大さは約 800c.c 迄のフラスコ :æ加熱するに過しており
;1;す。

ロ要 項ロ

司E，持容の大き."・v'，'.・V ・o_o" ・H ・-・・・.....・ H ・-…・…ム.、....・ H ・-…・・17X17'xU;型車

上部の孔径...・ H ・..…....・H ・.....・H ・..，...・ H ・.......・ H ・.....・H ・・….....・ H ・.12m 
重量大 f荷重量電量…・…・・……………...・H ・........・H ・..……..........…… 60:>ワット

温度の範図…-……・….....・H ・H ・M ・......・ H ・....……・…….，.・ H ・...400...，...sOO.C

附属品ーホトプレート、サンドパA大き各11'>< 17纏角ークランプ民総製旬以;村長さ1lO握、

コード 1，*努を完備霊長とま・九

318 Aー交流直流 10かー1主Oグオルト周一… ………-…....・ H ・..，ゾ・".・a・・・H ・H ・.，.・ H ・...￥18.50
318 s.よー交流直流 200-220，yオルト周…...・H ・.......・ H ・-……-…-…..…….....・H ・...…却.叩

千
理化拳器械製作

野製作
東京市外板橋町中丸

.露国穴場く胎白 16却審

所



信制t，!!，1U“$豚E

本校統ぬま予約 f本今
経済的の焚火法にあり。

くには、畑道瓦斯中

の含有量を紹えず

シーメンス燃犠瓦斯試験装置は

最も経済的に燃料を焚

の 002 及び 00

注意するを要ナ。

薬品を用"CA歩電気的l乞常に CO2及 COの含有喜容を最も正確に指示し.汽陸。正

しい焚火法と油風のえた態を数ふ。

蒸気管の蒸気温度、過熱蒸気ー温度給水温度は

シーメンス電気的抵抗寒設計にて測定し、

蛮生蒸気と汽健全装置に於ける熱損失は

シーメンス汽曜給水量水器、熱湯量水器及びシーメンス量汽器を以て知る

d国‘.. c上記各百十il'iFの型録類御巾越共第晴呈す〕

Cお守牛感憐制J生時ご¥.DJ回_LIt!.械語交増保乱腎雨

『暗F 阪貿眼前張所東京、大阪、門司、名古屋、札幌、他妻、

代理底〈古判官主主工業株式含船大速、京城、選北、

、_o・811閥解B



オストワ)L.ド氏デカーデシレオスタツト

電気化事笈験mトシテ オストワルド数授ノ考案=ナル十進位ノ レオスタツI"=-シテ

接績方法ノ頗Jレ簡易明瞭ナルヲ特徴 トλ 。全抵抗 1000オーム=シテ被覆総 ヲ有ス

ル挿込ミ金物ア端i子=持込ミテ抵抗 7加減ス。<1i-端子=刻マレFル盟主字ノ、直チ=抵

抗ヲ示7-モノナり。

@ 
器島津製作所
榊悶区美土代町二丁目 一 番地

本 社 京都市河原町二徐南

九州支底 繭岡市問中洲

大阪管業所 大阪市中ノ烏江商ピルダシグ

大迷出張所 大慈市若狭町

f自林出張所 ウーラ ンド ストヲーぜ
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呈

本
書
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、
分
子
運
動
設
及
イ
オ
シ
説
仁
関
聯
す
る
物
理
的
諸
性
質
の
考

察
並
に
化
畢
平
衡
、
化
事
反
膳
の
速
度
等
に
闘
す
る
理
論
を
ば
質
量
作
用
の
定
律
、
相
律
及
熱
力
皐
的
立

場
か
ら
詳
遮
し
た
。
而
か
も
理
論
、
定
律
を
知
何
に
運
用
し
蟻
用
し
て
理
論
化
皐
の
金
般
を
習
得
す
ぺ
き

て
ゐ
る
。

か
に
劃
し
て
は
二
百
五
十
鈴
題
の
練
習
問
題
を
金
篇
の
要
所
に
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HOSKINS' MOL TEN MET AL 
py RONlETE RS. 
HOSKINS MFG. CO.， U. S. A. 

ホスキンス熔融金属熟度計
金属の銭造は機械工業の基礎をなすもので鋳型に流し込む熔融
金属の温笈の差は、直に其鋳物に巣の出来る関係を有?る事は、

本邦科準界の権威、理化率研究所に於て、既に十分の研究を積

まれ、其結果を後表されてゐます。

ホスキンス熔融金属熟度計は、特に震鈴、砲金、マンガ=ーズ

ブロンズ、アルミニューム、銅、錫、亜鉛、鋭、パビットメタ)L、

某他之等合金の橋氏千武百度以下に於て、熔融せる士官渦中に特
殊サーモカ.')プ)L チッフ。を挿入したる瞬間直に、其E確なる

熟度を指示測定するもので、既に各所に於て賞用されて非常な

好結果を得て居ります.
附属のPA型携帯用バイロメーターは婿氏零度より千四百度迄温度目盛を有す。

特殊サーモカップルチッヲはホスキンス濁特のクロメル及7J~メ J~合金を用
ひ長さ十六吋位にして二三吋位に減滅する迄使用する事を得。備本器は接績線

及普通型クロメルサーモカッヲJ~を取付換れば燈熟測定用バイロメーター t
して使用し得るものなれ

米図ホスキンス曾枇製品絞寅代理屈
東京銀座 .1. .... 百旨 4￥ 
二丁目九 μ』 メ量、 』同 百

山本敬歳

電話京橋
1622，1623， 
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